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凡　　　例

１．本書は，八千代市教育委員会が平成23年度市内遺跡発掘調査事業として，国庫及び県費の補助を受けて
実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。報告書作成作業は，平成24年度事業として行った。

２．本書に収録した発掘調査は，以下のとおりである

№ 遺跡名 所在地 調査期間 調査面積 調査原因 調査担当

１

道地遺跡ｇ地点 平戸字沼上36-4の一部 平成23年４月15日〜
平成23年４月22日

上層54㎡
下層８㎡
/552.98㎡

個人住宅 常松成人

道地遺跡ｈ地点 平戸字沼上36-4の一部 平成23年５月10日〜
平成23年５月17日

上層52㎡
下層10㎡
/518.52㎡

個人住宅 常松成人

道地遺跡ｉ地点 平戸字沼上36-9・10 平成23年６月10日〜
平成23年６月16日

上層30㎡
下層６㎡
/297.71㎡

個人住宅 常松成人

２ 大和田新田芝山遺跡
ｄ地点

大和田新田字長兵衛野
769-1-3ほか

平成23年４月26日〜
平成23年５月13日

376㎡/
4,000㎡ グラウンド整備 宮澤久史

３ 中ノ台遺跡ａ地点 小池字西台74-1・２・３
の各一部

平成23年５月19日〜
平成23年６月６日

198㎡/
1,983㎡ 福祉施設建設 常松成人

４ 上谷津台南遺跡ｇ地点 上高野字上谷津台1100-2
ほか

平成23年５月26日〜
平成23年６月９日

163㎡/
1,672.24㎡ 宅地造成 宮澤久史

５ 北裏畑遺跡ｃ地点 萱田町字萱田道827-7 平成23年６月24日〜
平成23年６月29日

42㎡/
421.59㎡ 個人住宅 常松成人

６ 高津新田遺跡ｄ地点 八千代台南二丁目18-2，
1-78，18-1の一部

平成23年７月４日〜
平成23年７月14日

278㎡/
2,955.85㎡ 宅地造成 宮澤久史

７ 平沢遺跡ｃ地点 上高野字平沢152-1 平成23年７月６日〜
平成23年７月20日

200㎡/
2,000.02㎡ 駐車場建設 常松成人

８ 川崎山遺跡ｐ地点

萱田町字川崎山779，
780，780-2，781-1，字
中台2272-1，2273-1，
2279-1，2280，2280-2

平成23年８月２日〜
平成23年８月12日

上層250㎡
下層５㎡/
2,543.81㎡

宅地造成 常松成人

９ 南海道遺跡ｂ地点 萱田字西堀728-1 平成23年８月17日〜
平成23年８月22日

30㎡/
293.31㎡ 宅地造成 常松成人

10 小板橋遺跡ｄ地点 大和田字中畑ケ169-1・
３・４，165-25，167

平成23年８月23日〜
平成23年９月８日

170㎡/
1,846.8㎡ 宅地造成 常松成人

11 大和田新田芝山遺跡
ｅ地点

大和田新田字芝山
877-13・15・16・17・
19・20，878-4・８

平成23年９月20日〜
平成23年10月11日

259㎡/
2,515.5㎡ 宅地造成 常松成人

12 向山遺跡ｇ地点 大和田新田字向山
499-1，501-1の一部

平成23年12月27日〜
平成24年２月10日

792㎡/
10,813.85㎡ 宅地造成 宮澤久史

13 向山遺跡ｈ地点 大和田新田字向山
501-2・６

平成24年１月４日〜
平成24年１月13日

80㎡/
820.86㎡ 店舗建設 宮澤久史

14 南台遺跡ｃ地点
神野字南台795-3，
790-3，保品字栗谷
2081-1

平成24年１月31日〜
平成24年２月13日

上層181㎡
下層８㎡

/1,824.91㎡
駐車場建設 秋山利光



15 ヲサル山南遺跡ｃ地点 大和田新田字ヲサル山
590-1・11，592-1

平成24年２月９日〜
平成24年２月17日

208㎡/
2,716.71㎡ 宅地造成 宮澤久史

16 北裏畑遺跡ｄ地点 萱田町字北裏839，853，
854-2

平成24年２月24日〜
平成24年３月８日

240㎡/
2,363.25㎡ 集合住宅建設 常松成人

17 白筋遺跡ｃ地点
村上字白筋2701，
2694-1，2693-1，2669，
2668の各一部

平成24年２月28日〜
平成24年３月２日

74㎡/
808.02㎡ 店舗建設 宮澤久史

18 川崎山遺跡ｑ地点 萱田字中台2261，2270，
2271-1の各一部

平成24年３月12日〜
平成24年３月19日

190㎡/
1,885.77㎡ 集合住宅建設 常松成人

３．トレンチ№・遺構№等は，数字と記号（アルファベット）の組合せで表記した。記号は，以下のとおり
である。

　　トレンチ　Ｔ　　グリッド　Ｇ　　土坑　Ｐ　　溝跡　Ｍ
４．土層説明・出土遺物で用いた砂・礫の表記と大きさの関係については，土壌学及び国際法の基準に従い，

以下のとおりである（単位：㎜，礫の大きさは長径）。
　　大礫 200〜100，中礫100〜50，小礫50〜10，細礫10〜２，粗砂２〜0.2，細砂0.2〜0.02
５．出土した遺物のほか，写真・図面等の調査資料は，八千代市教育委員会が保管している。
６．本書の図版作成は，常松成人・山下千代子・宇都洋子・半澤秀子・増田幸枝・見神光恵が行い，遺物写

真撮影・編集・執筆は常松が担当した。なお，南台遺跡ｃ地点の執筆・遺物写真撮影は，秋山利光が担当
した。
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Ⅰ　調査に至る経緯

　八千代市は，首都圏のベッドタウンとして開発が進み，平成８年４月の東葉高速鉄道の開業以来，さらに
その傾向を強め，沿線を中心とした新しいまちづくりが進んでいる。こうした状況の中，八千代市教育委員
会（以下「市教委」という。）では，千葉県教育委員会の指導のもと，開発事業者等から事前手続きとして
提出される「埋蔵文化財の取扱いについて（確認）」（以下「確認依頼」という。）に対処し，埋蔵文化財の
保護に努めている。確認調査が必要と判断される事業については，国庫及び県費の補助を受け，「市内遺跡
発掘調査事業」として調査を実施している。
　以下は，平成23年度に実施した「市内遺跡発掘調査事業」の各調査に至る経緯である。

道地遺跡ｇ地点

　平成23年３月，杉野朗氏から平戸字沼上の個人住宅建設事業に係る確認依頼が市教委に提出された。確認
地の現況は畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣で遺構・遺物が検出されている。このた
め，市教委は，「確認地は周知の埋蔵文化財包蔵地であることから，文化財保護法（以下「法」という。）第
93条に基づく届出が必要」であることと，「その取扱いについて協議したい」旨（以下「遺跡が所在する旨」
という。）を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，事業の進捗のために確認調査を行うこととなった。
同月，杉野氏から法第93条第１項の規定による土木工事のための発掘届（以下「法第93条の届出」という。）
が提出され，市教委は準備の整った４月15日に調査を開始した。

道地遺跡ｈ地点

　平成23年３月，土地所有者の飯田正江氏から平戸字沼上の個人住宅建設事業に係る確認依頼が提出された。
確認地はｇ地点隣接の畑地で，ｇ地点同様に遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，
確認調査を行うこととなり，４月に事業者の山本和彦氏・山本裕子氏から法第93条の届出が提出され，５月
10日に調査を開始した。

道地遺跡ｉ地点

　平成23年５月，中島孝之氏から平戸字沼上の個人住宅建設事業に係る確認依頼が提出された。確認地はｇ
地点・ｈ地点隣接の畑地で，両地点同様に遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，
確認調査を行うこととなり，同月に中島氏から法第93条の届出が提出され，６月10日に調査を開始した。

大和田新田芝山遺跡ｄ地点

　平成23年２月，学校法人東邦大学理事長炭山嘉伸氏から大和田新田字長兵衛野のグラウンド整備事業のた
めの確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況はグラウンドで，一部が周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲
内であった。市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行うこ
ととなり，３月，同大学から法第93条の届出が提出され，４月26日に調査を開始した。

中ノ台遺跡ａ地点

　平成23年１月，社会福祉法人心聖会理事長白鳥征四朗氏から小池字西台の福祉施設建設事業のための確認
依頼が市教委に提出された。確認地の現況は宅地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であった。市教委は，
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遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行うこととなり，３月，心聖会
から法第93条の届出が提出され，５月19日に調査を開始した。

上谷津台南遺跡ｇ地点

　平成23年２月，大東建設株式会社代表取締役木下博氏から，上高野字上谷津台の宅地造成事業のための確
認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は畑地・山林で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であるが，
大半は平成７年度に発掘調査を完了した区域であり，その際に縄文時代の遺構・遺物を検出した。一部に未
調査区域があるので，そこについて確認調査が必要と判断した。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を
回答した。さらに３月に面積追加の確認依頼が提出され，未調査区域であったので同様の回答をし，取扱い
の協議を行った。その結果，確認調査を行うこととなり，同月，大東建設株式会社から法第93条の届出が提
出され，５月26日に調査を開始した。

北裏畑遺跡ｃ地点

　平成23年５月，青木弘文氏から萱田町字萱田道の個人住宅建設事業のための確認依頼が市教委に提出され
た。確認地の現況は荒蕪地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，北側隣接地で遺物が検出されてい
る。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行う
こととなり，６月，青木氏から法第93条の届出が提出され，６月24日に調査を開始した。

高津新田遺跡ｄ地点

　平成23年４月，東海住宅株式会社代表取締役大沢武夫氏から八千代台南二丁目の宅地造成事業のための確
認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は資材置場及び畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であ
り，畑地には遺物の散布が確認された。対象地南端には高津新田野馬堀遺跡の堀跡が存在すると考えられた
が，資材置場となっており破壊されている可能性も考えられた。このため，遺跡が所在する旨を回答し，高
津新田遺跡として確認調査を行うこととした。同月，東海住宅株式会社から法第93条の届出が提出され，７
月４日に調査を開始した。

平沢遺跡ｃ地点

　平成23年５月，蛭間秀夫氏から上高野字平沢の駐車場建設事業のための確認依頼が提出された。確認地の
現況は山林で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，隣接地で遺構・遺物が検出されている。このため，
市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行うこととなり，同
月，蛭間氏から法第93条の届出が提出され，７月６日に調査を開始した。

川崎山遺跡ｐ地点

　平成22年11月，土地所有者である株式会社アサヒ代表取締役社長宮野学氏から萱田町字川崎山・字中台の
宅地造成事業のための確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は工場で，地表面観察は不可能であっ
たが，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣で遺構・遺物が検出されている。このため，遺跡が所
在する旨を12月に回答した。現状での調査を検討し，協議を重ねたが，現状では不可能と判断し，工場施設
撤去後に確認調査を行うこととした。平成23年７月に，事業者である株式会社ＡＨＣ代表取締役秋山二三雄
氏から法第93条の届出が提出され，８月２日に調査を開始した。



−3−

茨城県

東京湾

千葉県

印旛沼

八千代市

太

　平

　洋

0 2km（１：50,000）

南台遺跡c地点

道地遺跡
g・h・i地点

平沢遺跡c地点

白筋遺跡c地点

高津新田遺跡d地点

小板橋遺跡d地点

北裏畑遺跡c地点 北裏畑遺跡d地点

川崎山遺跡q地点 川崎山遺跡p地点

南海道遺跡b地点

ヲサル山南遺跡c地点

向山遺跡h地点
向山遺跡g地点

大和田新田芝山遺跡d地点

大和田新田芝山遺跡e地点

上谷津台南遺跡g地点

中ノ台遺跡a地点

第１図　平成23年度調査　市内遺跡位置図

（八千代都市計画基本図に加筆）



−4−

Ⅰ　調査に至る経緯

南海道遺跡ｂ地点

　平成23年６月，土地所有者である渕名まり子氏から萱田字西堀の宅地造成事業のための確認依頼が提出さ
れた。確認地の現況は宅地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，遺物の散布が認められた。このた
め，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行うこととなり，
同月，事業者である株式会社アート住宅販売代表取締役寺下睦美氏から法第93条の届出が提出され，８月17
日に調査を開始した。

小板橋遺跡ｄ地点

　平成23年６月，川城きよ氏から大和田字中畑ケの宅地造成事業のための確認依頼が市教委に提出された。
確認地の現況は駐車場及び畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，畑地には遺物が散布し，近隣
で遺構・遺物が検出されている。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。
その結果，確認調査を行うこととなり，７月，川城氏から法第93条の届出が提出され，８月23日に調査を開
始した。

大和田新田芝山遺跡ｅ地点

　平成23年８月，株式会社スワロ代表取締役大矢赫子氏から大和田新田字芝山の宅地造成事業のための確認
依頼が市教委に提出された。確認地の現況は畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，遺物の散布
が認められた。市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行う
こととなり，９月，株式会社スワロから法第93条の届出が提出され，９月20日に調査を開始した。

向山遺跡ｇ地点

　平成23年11月，尾形久枝氏・高橋礼子氏・高橋諒氏・高橋晃治氏から大和田新田字向山の宅地造成事業の
ための確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は山林で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，
近隣で遺構・遺物が検出されている。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行っ
た。その結果，確認調査を行うこととなり，同月，四氏から法第93条の届出が提出され，12月27日に調査を
開始した。

向山遺跡ｈ地点

　平成23年11月，高橋諒氏から大和田新田字向山の店舗建設事業のための確認依頼が市教委に提出された。
確認地の現況は荒蕪地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣で遺構・遺物が検出されている。
このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査を行うこと
となり，12月，高橋氏から法第93条の届出が提出され，平成24年１月４日に調査を開始した。

南台遺跡ｃ地点

　平成23年12月，社会福祉法人悠久会理事長清宮弘行氏から神野字南台・保品字栗谷の駐車場建設事業のた
めの確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は畑地及び山林で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内で
あり，畑地には遺物散布を確認した。市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その
結果，確認調査を行うこととなり，平成24年１月，悠久会は法第93条の届出を提出するとともに，伐採や障
害物撤去を実施した。市教委は１月31日に調査を開始した。
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ヲサル山南遺跡ｃ地点

　平成23年12月，株式会社ＡＨＣ代表取締役秋山二三雄氏から大和田新田字ヲサル山の宅地造成事業のため
の確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，遺物
が散布し，近隣で遺構・遺物が検出されている。このため，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行っ
た。その結果，確認調査を行うこととなり，平成24年１月に，株式会社ＡＨＣから法第93条の届出が提出さ
れ，２月９日に調査を開始した。

北裏畑遺跡ｄ地点

　平成23年12月，河野文昭氏・河野きよ氏から萱田町字北裏の集合住宅建設事業のための確認依頼が市教委
に提出された。確認地の現況は畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣で遺構・遺物が検出
されている。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調
査を行うこととなり，同月，両氏から法第93条の届出が提出され，平成24年２月24日に調査を開始した。

白筋遺跡ｃ地点

　平成24年１月，株式会社ジョイフル本田八千代店店長平木泰晴氏から，村上字白筋の店舗建設事業のため
の確認依頼が市教委に提出された。確認地の現況は店舗で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣
で遺構・遺物が検出されている。このため，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，
確認調査を行うこととなり，同月，株式会社ジョイフル本田代表取締役社長矢ヶ㟢健一郎氏から法第93条の
届出が提出された。ジョイフル本田が店舗資材等を撤去し，市教委は２月28日に調査を開始した。

川崎山遺跡ｑ地点

　平成23年12月，河野文昭氏・河野きよ氏から萱田字中台の集合住宅建設事業のための確認依頼が市教委に
提出された。確認地の現況は畑地で，周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内であり，近隣で遺構・遺物が検出さ
れている。このため，市教委は，遺跡が所在する旨を回答し，取扱いの協議を行った。その結果，確認調査
を行うこととなり，同月，両氏から法第93条の届出が提出され，平成24年３月12日に調査を開始した。
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Ⅱ　各調査の概要
１．道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点
遺跡の立地と概要

　道地遺跡は，市域北部，新川と神崎川とが合流する地点を東に臨む台地上に所在する。本遺跡においては，
これまでに７地点で調査が行われている。弥生時代後期の集落跡，古墳時代前期・中期・後期の集落跡など
が検出されており，遺構密度の高い遺跡と認識されている。今回の各地点は，遺跡のやや北寄りに当たり，
現況畑地で標高は20.4〜20.8ｍである。近隣の県道で竪穴住居跡が濃密に検出されているが，隣接するｆ地
点では遺構は検出されなかった。互いに隣接する地点であるので３地点をまとめて報告する。
調査の方法と経過

　いずれも住宅の基礎への影響を考慮し，建設予定地を避けてトレンチを設定した。
　ｇ地点　２ｍ×５ｍのトレンチを５箇所，２ｍ×２ｍのトレンチを１箇所合計54㎡分設定した。人力及び
重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年４月15日から４月22日で，15日機材搬入，杭設置，トレンチ設定，人力による掘削。
18日重機による掘削，トレンチ内精査。18日・20日土層調査，実測記録。20日下層調査，遺物水洗，機材撤
収。22日重機による埋め戻しを行い，調査を終了した。
　ｈ地点　２ｍ×３〜５ｍのトレンチを６箇所，１ｍ×８ｍのトレンチを１箇所合計52㎡分設定した。人力
及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年５月10日から５月17日で，10日草刈り，杭設置，トレンチ設定。11日重機による掘
削。12日トレンチ内精査。12日・13日土層調査，実測記録。13日下層調査，遺物水洗，機材撤収。17日重機
による埋め戻しを行い，調査を終了した。
　ｉ地点　２ｍ×５ｍ，1.5ｍ×３ｍのトレンチを各２箇所，２ｍ×７ｍのトレンチを１箇所合計30㎡分設
定した。人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。

第２図　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点位置図
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　調査期間は，平成23年６月10日から６月16日で，10日草刈り，杭設置，トレンチ設定。13日重機による掘
削。14日・15日土層調査，実測記録。15日下層調査，遺物水洗，機材撤収。16日重機による埋め戻しを行い，
調査を終了した。
調査の概要

（１）土層　土層の観察所見を地点ごとに記す。ｇ地点　調査区東部のＣ−４Ｔ北西壁では，Ⅰ-1層（表土）
及びⅠ-2層（耕作土）が厚さ約40㎝あり，さらに暗褐色土・褐色土・黒褐色土・ロームブロックの混じり合っ
たⅠ-3層（攪乱）があったが，一部にⅡa層（黒褐色土，褐色土を雲状に含む，腐植堆積土層），Ⅱb層（暗
褐色土，褐色土を斑状に含む，新期富士テフラ層），Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層（褐色土，ソフ
トローム）という良好な土層が認められた。Ⅲ層上面の標高は19.6ｍ前後であった。調査区西部のＥ−２Ｔ，
Ｇ−２ＴではⅠ-1〜３層の厚さが56〜76㎝あり，Ⅲ層まで達し，良好な土層は検出されなかった。
　ｈ地点　調査区北部の１Ｔ北西壁では，Ⅰ-1層及びⅠ-2層がｇ地点と同様に厚さ約40㎝あり，各種の土が
混じり合い，現代ゴミを含むⅠ-3層（攪乱）があったが，Ⅱa層，Ⅱb層，Ⅱc層，Ⅲ層という良好な土層が
認められた。Ⅲ層上面の標高は19.6〜19.7ｍであった。調査区南部の７Ｔ北西壁ではⅠ-1〜３層が深さ60㎝
前後あり，Ⅲ層まで達していた。ここでのⅢ層の標高は20.15ｍ前後とやや高く，Ⅳ・Ⅴ層（ハードローム）
は19.9ｍ前後であった。６Ｔでは遺構が検出された。その南東壁では，Ⅰ-1〜３層が40〜60㎝堆積し，Ⅲ層
まで達していた。遺構覆土は黒褐色土（径２㎜以下の黄色粒子を含む。）であった。
　ｉ地点　調査区南部の３Ｔで遺構が検出された。その北西壁では，他地点と同様に表土・耕作土・攪乱が
厚さ28〜72㎝に達していた。Ⅱa層，Ⅱb層の下に，遺構覆土１（暗褐色土，褐色土を斑状に含む。）覆土２（褐
色土）が認められた。またこの遺構を切って，風倒木痕があり，その覆土は，１（暗褐色土・褐色土，明褐
色土を斑状に含む。），２（暗褐色土・褐色土が混じり合う。），３（褐色土，ソフトローム質），４（褐色土，
ハードローム質）であった。他にⅡc層，Ⅲ層が認められた。Ⅲ層上面の標高は19.64ｍであった。
（２）遺構　ｈ地点で検出された遺構は，竪穴住居跡の西壁〜南西コーナー付近までの約３ｍほどである。
伴出遺物から判断して，弥生時代後期〜古墳時代前期のものと考えられる。
　ｉ地点で検出された遺構は，径2.5〜3.0ｍの円形に近い竪穴住居跡で，伴出遺物から判断して，縄文時代
中期後半加曽利Ｅ３〜４式期と考えられる。
（３）遺物　第５図及び第１表に示した。ｇ地点では，土器片31点，小礫１点，すり鉢片２点，合計34点が
出土した。うち１点を図示した。
　ｈ地点では，土器片37点，焼成粘土塊５点，小礫４点，合計46点が出土した。うち２点を図示した。
　ｉ地点では，土器片111点，焼成粘土塊３点，石器・剥片・軽石・鉄滓・銭貨各１点，合計119点が出土し
た。土器片数は接合前の数であり，多くは４に接合し，４〜７の同一個体破片と判断される。剥片は頁岩，
銭貨は大正十一年の一銭銅貨で，ともに４Ｔ攪乱から出土した。10点を図示した。
調査のまとめ

　道地遺跡の一角を，平成22・23年度にわたりｆ〜ｉ地点まで合計1,617.35㎡を調査したことになる。４地
点についてまとめると，全体的に表土，耕作土，攪乱が厚く認められたが，良好な土層も残存していた。遺
構は，ｈ地点で弥生時代後期〜古墳時代前期の竪穴住居跡，ｉ地点で縄文時代中期後半加曽利Ｅ３〜４式期
の竪穴住居跡が検出された。弥生時代後期〜古墳時代前期の竪穴住居跡は，県道の調査で76軒検出されてお
り，本遺跡での主体となる時期である。加曽利Ｅ３〜４式も県道の調査で，縄文時代の中では最もまとまっ
て出土している。遺物は，土器片205点，焼成粘土塊８点，すり鉢２点，石器２点（磨石・打製石斧），小礫
６点，剥片・軽石・鉄滓・銭貨各１点の合計227点である。土器片は縄文時代前期・中期，弥生時代後期〜
古墳時代初頭などが見られたが，その約44％はｉ地点３Ｔの縄文時代住居跡からの出土であり，数個体が細

１．道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点
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Ⅱ　各調査の概要

第３図　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点遺構配置図

第４図　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点土層断面図
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第５図　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点出土遺物

第１表　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点出土遺物観察表（第５図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値(㎜) ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他
1 ｇ地点Ｅ-2T

Ⅰ層
壺 口縁付近

やや荒れ
— ○緻密　●外）灰褐色　内）赤褐色 外）縄文ＬＲとＲＬによる羽状縄文

内）ナデ
弥生後期

2 ｈ地点５Ｔ 土器片円盤 胴部 55×45×厚さ9
21.5g

○粗砂多　●灰褐色 外）隆線・沈線・縄文ＬＲ 縄文中期
加曽利Ｅ式

3 ｈ地点６Ｔ住
居

壺 頚部 — ○細砂　●外）橙色　内）淡褐色・褐色 外）縦方向ミガキ顕著
内）ナデ　荒れている

弥生後期〜
古墳前期土師器

4 ｉ地点３Ｔ 深鉢 口縁〜胴下部
器面脆い
接合多数

復元口径126
残存高224

○粗砂多・赤褐色粒子　●外）淡赤褐色・
暗褐色・淡褐色・黒灰色　内）黒褐色

外）横位の橋状取っ手が括れの上下に付く。
無節縄文Ｌ・沈線・ナデ・ミガキによる磨消
縄文
内）口縁横方向のヘラ削り・縦方向ミガキ

縄文中期
加曽利Ｅ3〜4式

5 ｉ地点３Ｔ 深鉢 取っ手部 — ○粗砂多　●黒褐色・灰褐色
淡褐色

外）沈線・無節縄文Ｌ
内）ナデ・ミガキ

6 ｉ地点３Ｔ 深鉢 取っ手部 — ○粗砂多　●黒褐色・灰褐色 外）沈線・無節縄文Ｌ
内）ナデ・ミガキ

7 ｉ地点３Ｔ 深鉢 口縁部
器面脆い

— ○粗砂多
●灰褐色，暗灰褐色　

外）微隆起・縄文ＬＲ・ナデ
内）ナデ

8 ｉ地点３Ｔ 深鉢か鉢 口縁部 — ○細砂，粗砂　●外）褐色，淡橙色
内）淡橙色

外）２列の円文・沈線・縄文ＬＲ
内）横方向のミガキ

9 ｉ地点５Ｔ
攪乱

鉢 口縁部 — ○粗砂　●外）褐色・淡褐色
内）褐色

外）横方向のナデ・ミガキ・縄文ＬＲ
内）横方向のナデ

10 ｉ地点３Ｔ 深鉢 胴下部
8点接合

— ○細砂，粗砂，赤褐色粒子
●暗褐色　

外）縄文ＬＲ
内）ナデ・縦方向ミガキ

11 ｉ地点４Ｔ
攪乱

甕 底部 復元底径80 ○粗砂・細礫・石英　●外）淡褐色・黒
灰色
内）褐色・暗灰褐色土

外）・内）ヘラ削り後ナデ・ミガキ
底外）ヘラ削り後ミガキ

土師器

12 ｉ地点４Ｔ
攪乱

長頚壺 口縁部 復元口径100 ○細砂　●外）灰白色
内）灰白色・灰色

ロクロ成形 須恵器

13 ｉ地点３Ｔ 分銅型
打製石斧

一部欠損 長88×幅61×厚さ21
89.6g

○軟質　●灰白色 剥片利用，括れ部は一部磨って成形 縄文時代石器

14 ｉ地点４Ｔ
攪乱

砥石か 欠損 19×18×17
1.6g

○軽石　●灰白色 Ｖ字形切り込みあり

1

2
3 7

8

14

9

10
13

11
12

5
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4

0 10cm

1～３, 7～14

（１：３）
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１．道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点



−10−

Ⅱ　各調査の概要

かく割れたものである。この地点以外の遺物密度は低かった。
　やや県道寄りに２つの遺構が存在し，県道から離れると遺構は無くなるという傾向を把握できた。本遺跡
の遺構・遺物分布に関する新知見を得た。
本遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（1986年）『千葉県八千代市平戸道地遺跡―農業道路敷設に伴う埋蔵文化財発掘調査
報告書―』（ａ地点）
　財団法人千葉県文化財センター（2004年）『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書２―八千代市道地遺跡―』
　財団法人千葉県教育振興財団 文化財センター（2006年）『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書５―八千代市

島田込ノ内遺跡（２）・間見穴遺跡（３）・道地遺跡（２）―』
　八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成19年度』（ｃ地点，ｄ地点）
　八千代市教育委員会（2009年ａ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成20年度』（ｅ地点確認調査）
　八千代市教育委員会（2009年ｂ）『千葉県八千代市道地遺跡ｅ地点・平戸台８号墳―資材置場建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書―』
　八千代市教育委員会（2012年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成23年度』（ｆ地点）

（１）調査前状況

（３）ｇ地点Ａ−Ａ’土層断面

（２）ｇ地点調査状況

（４）ｈ地点調査状況

図版１　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点
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図版２　道地遺跡ｇ地点・ｈ地点・ｉ地点

（１）ｈ地点６Ｔ　遺構検出状況

（３）ｉ地点３Ｔ遺構検出状況

（２）ｉ地点調査状況

（４）ｉ地点３Ｔ遺物出土状況

（５）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）
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２．大和田新田芝山遺跡ｄ地点
遺跡の立地と概要

　大和田新田芝山遺跡は，市域の西部，桑納川の低地から南西に入る花輪谷津に臨む台地上に立地する。こ
れまでの調査では，谷津に面する遺跡西部〜南西部を中心に旧石器・縄文・平安時代の遺構や遺物が検出さ
れている。ｄ地点は，密度が薄くなる台地中央側標高26.9ｍ前後のグラウンドの一部である。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて10ｍごとに区画してグリッドとし，各グリッドに２ｍ×４ｍのトレンチを２箇所
ずつ設定した。調査区南部のフェンスで分けられた部分には２ｍ×10ｍのトレンチを２箇所設定した。トレ
ンチ面積は合計376㎡で，これらを人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。トレンチ№は，ア
ルファベットと数字の組み合わせで表現し，さらにその中を５ｍ四方で区画して１〜４の枝番号を付した。
　調査期間は，平成23年４月26日から５月13日で，４月26日機材搬入，杭設置。26日・27日トレンチ設定。
27日〜５月２日人力による掘削，土層調査。２日〜６日重機による掘削。２日〜10日トレンチ内精査。９日・
10日下層調査，遺構調査。10日〜13日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北部のＢ−２−１Ｇ北西壁では，Ⅰ-1層（表土，暗褐色土），Ⅰ-2層（黒
褐色土），Ⅰ-3層（暗黄褐色土），Ⅰ-4層（暗褐色土）が厚さ116〜130㎝に達し，その直下はハードロームで
あった。切土の後に埋戻し，整地したものと判断した。Ｂ−４−１Ｇ北西壁では，Ⅰ-1層，Ⅰ-2層が厚さ33
〜40㎝あり，その下はⅡc層（褐色土，ローム漸移層）が約10㎝の厚さであった。Ｂ−７−１Ｇ北西壁では，

第６図　大和田新田芝山遺跡ｄ地点・ｅ地点位置図
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第10図　大和田新田芝山遺跡ｄ地点出土遺物

第９図　大和田新田芝山遺跡ｄ地点１P土坑実測図　

第７図　大和田新田芝山遺跡ｄ地点遺構配置図 第８図　大和田新田芝山遺跡ｄ地点土層断面図

２．大和田新田芝山遺跡ｄ地点
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Ⅱ　各調査の概要

表土は厚さ10〜17㎝と薄くなり，その下はⅡc層が０〜12㎝の厚さであった。全体として良好な土層は確認
されなかった。
　遺構は，Ｃ−５−１Ｇで円形の土坑が検出された。トレンチ内で１基のみの検出であるため完掘した。規
模は上面72㎝×77㎝，底面34㎝×38㎝，深さ25〜34㎝である。遺物は出土しなかったが，規模や覆土から奈
良・平安時代の土坑と判断した。
　遺物としては，土器片７点，陶磁器片15点，石鏃・鉄滓・焼成粘土塊各１点の合計25点が出土した。この
うち３点を図示した（第10図）。１・２は，縄文土器で，１は，刺突・ヘラ削り・ナデが施される。外面赤
褐色，内面灰褐色で粗砂を含む。Ｂ−２Ｇから出土した。２は，粗い縄文が施される。外面淡褐色，内面褐
色で粗砂を含む。Ｃ−７−４Ｇから出土した。３は，チャート製の石鏃で，最大長21㎜，最大幅13㎜，最大
厚3.5㎜，重さ0.9ｇである。Ｂ−６−４Ｇから出土した。
調査のまとめ

　遺構としては，奈良・平安時代の土坑１基を検出・調査した。遺物は，縄文土器・縄文時代石鏃などが出
土した。
本遺跡に関する調査報告書

　財団法人千葉県文化財センター（1989年）『八千代市仲ノ台遺跡・芝山遺跡―東葉高速鉄道引き込み線お
よび車庫用地内埋蔵文化財調査報告書―』
　八千代市西八千代遺跡群調査会（1996年）『千葉県八千代市仲ノ台遺跡・ヲイノ作遺跡他発掘調査報告書
―西八千代東部土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査―』（ａ地点）
八千代市教育委員会（2004年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成15年度』（ｂ地点）
八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成19年度』（ｃ地点）
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図版３　大和田新田芝山遺跡ｄ地点

（１）調査状況

（３）Ｅ−Ｅ’土層断面

（５）１Ｐ土坑完掘状況

（２）Ｂ−２−１Ｇ北東壁土層断面

（４）１Ｐ土坑土層断面

（６）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1

2
3
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３．中ノ台遺跡ａ地点
遺跡の立地と概要

　中ノ台遺跡は，市域の北部，神崎川を北に臨む台地上に立地する。本遺跡については今回が初めての調査
であるが，西に隣接する作山遺跡では弥生時代後期の集落跡などが検出されている。ａ地点は，遺跡南西部
の標高20.5〜20.9ｍの台地上平坦部である。
調査の方法と経過

　開発区域の形状に合わせて10ｍごとに区画し，それに沿ってトレンチを設定するとともに，植栽などを避
けて任意のトレンチを設定した。計198㎡分のトレンチを設定し，人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検
出に努めた。
　調査期間は，平成23年５月19日から６月６日で，５月19日機材搬入・杭設置。20日トレンチ設定，人力に
よる掘削。23日・25日重機による掘削。23日・25日・26日トレンチ内精査。26日・27日・31日・６月１日土
層調査。１日遺物水洗，機材撤収。３日・６日重機による埋め戻しを行い，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，溝跡を検出した調査区北部のＡ−２Ｇ南東壁は，Ⅰ-1層（ビニールゴミを含む
しまりの弱い暗褐色土），Ⅰ-2層（黒褐色土・暗褐色土，炭化材片・黄色スコリアを多量含む），Ⅱ-1層（し
まりの弱い暗褐色土），Ⅱ-2層（暗褐色土でⅡ-1よりしまり強い。黄色スコリアを多量，炭化粒子・焼土粒
子を少量含む），Ⅱ-3層（暗褐色土・褐色土，ローム混じり），Ⅲ層（褐色土，ソフトローム），溝跡覆土（し
まりのやや弱い暗褐色土・褐色土で，ローム・ロームブロック混じり）であった。Ⅲ層上面の標高は，20.6
ｍ前後である。Ｃ−２Ｇ北西壁も基本的に同じであった。これらの南東に当たるＤ−３Ｇ北西壁では，Ⅱ-1
層に焼土粒子を少量含み，Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層）が認められた。Ⅲ層上面の標高は，20.5ｍ前後
である。
　調査区南西部の１Ｔ南壁は，暗褐色土・褐色土が混じり合った攪乱が多くを占め，Ⅰ-2層，Ⅱb層（暗褐
色土・褐色土，新期富士テフラ層，黄色スコリアを含む），Ⅱc層，Ⅲ層，Ⅳ・Ⅴ層（ハードローム）であっ

第11図　中ノ台遺跡ａ地点位置図
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た。Ⅲ層上面の標高は，20.43ｍ，Ⅳ・Ⅴ層上面の標高は，20.32ｍである。同じく２Ｔ北西壁は，Ⅰ-3層（し
まりの弱い黒褐色土），Ⅱ-4層（しまりの弱い暗褐色土），Ⅱ-5層（暗褐色土でⅡ-1よりしまり強い。黄色ス
コリアをまばらに含む），Ⅱ-6層（暗褐色土，黄色スコリアをまばらに含む），Ⅲ層であった。Ⅲ層上面の標
高は，20.36ｍである。
　遺構としては，溝跡がＡ−２Ｇ，Ｃ−２Ｇ，２Ｔで検出された。溝跡の幅は，60〜80㎝である。出土遺物
から近世の溝跡と判断した。なお，調査区西端には土塁状の高まりがある。ここには工事が及ばず，現状の
まま残すとのことであったので，調査による掘削を避けた。盛土のしまり具合や大径木が生えていることか
ら，ある程度古い時期のものと推定されるが，性格などについては所見を得ることができなかった。
　遺物は，近世・近現代の土器片・陶磁器片などが18点出土した。うち２点を図示した（第14図）。１は内
耳土鍋の口縁・把手部。外面暗褐色，内面橙色，細砂・粗砂を含む。外面上半は横ナデ痕が顕著であるが，
下半には亀裂が入っている。Ａ−２Ｇから出土した。２は素焼土器の口縁部。外面黒褐色・暗褐色，内面淡
橙色，細砂・粗砂を含む。外面横ナデ痕・輪積み痕があり，内面横ナデ痕である。Ｆ−２〜３Ｇから出土し
た。
調査のまとめ

　古墳時代前期土師器，近世内耳土器・泥面子が出土した。遺構は近世溝跡が検出された。

第14図　中ノ台遺跡ａ地点出土遺物

第12図　中ノ台遺跡ａ地点遺構配置図

第13図　中ノ台遺跡ａ地点土層断面図

３．中ノ台遺跡ａ地点
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図版４　中ノ台遺跡ａ地点

（１）調査状況

（３）Ａ−Ａ’土層断面

（５）Ａ−２Ｔ溝跡検出状況

（２）調査状況（１T）

（４）Ｃ−Ｃ’土層断面

（６）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1

2
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４．上谷津台南遺跡ｇ地点
遺跡の立地と概要

　上谷津台南遺跡は，市域の南東部，佐倉市との市境付近に所在し，井野上谷津に臨む台地上に立地する。
本遺跡については，これまでに６地点が調査され，遺構としては縄文時代の狩猟用陥穴が，遺物としては縄
文時代後期堀之内式〜加曽利Ｂ式の土器や石器が検出されている。
　今回は，開発区域の大半はａ地点に含まれており調査は完了している。調査地点はａ地点の西と東にそれ
ぞれ接した区域で，標高26ｍ前後の台地上平坦面である。
調査の方法と経過

　調査区西側の地点は形状に合わせて10ｍごとに区画してグリッドとし，これを基に２ｍ×４ｍのトレンチ
を設定した。東側の地点には任意に１ｍ×３ｍのトレンチを設定した。トレンチ面積は合計163㎡で，これ
らを人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。トレンチ№は，アルファベットと数字の組み合わ
せで表現し，さらにその中を５ｍ四方で区画して１〜４の枝番号を付した。
　調査期間は，平成23年５月26日から６月９日で，５月26日機材搬入等環境整備。27日草刈り，杭設置。30
日・31日トレンチ設定。31日〜６月３日人力による掘削，土層調査。３日・６日重機による掘削，トレンチ
内精査。７日機材整備，人力による埋め戻し。８日・９日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了
した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北部のＡ−２−４Ｇ西壁では，Ⅰ-1層（表土，しまりの弱い暗褐色土），
Ⅰ-2層（暗褐色土），Ⅰ-3層（黒褐色土）が厚さ60㎝あり，その下はⅡc層（褐色土，ローム漸移層）が４〜
12㎝の厚さであった。Ａ−４−４Ｇ西壁では，Ⅰ-1層，Ⅰ-2層，Ⅰ-3層がやはり厚さ60㎝あり，その下はⅢ
層（褐色土，ソフトローム）であった。全体として良好な土層は確認されなかった。
　遺構は検出されなかった。
　遺物は，土器片等４点が出土し，縄文土器片や泥面子等５点を地表面採集（以下「表採」とする。）した。
うち３点を図示した（第18図）。１は素焼土器の底部で，半球形の脚が付く。ロクロ成形で横方向のナデ痕

第15図　上谷津台南遺跡ｇ地点位置図
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Ⅱ　各調査の概要

が顕著である。体部に透かし孔がある。復元底径17㎝。暗褐色・橙色で，細砂・粗砂・細礫を含む。Ｂ−５
Ｇから出土した。２は縄文土器の深鉢で，斜方向の条線が施される。外面淡褐色・淡橙色，内面橙褐色で粗
砂を含む。加曽利Ｂ式の粗製土器と考えられる。３は泥面子で，型抜きの鬼の顔と考えられる。一部欠損。
最大長20㎜，最大幅19.5㎜，最大厚7.5㎜，淡橙色である。２・３は表採である。
調査のまとめ

　遺物密度は低く，遺構は検出されなかった。
本遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（1997年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成８年度』（ａ地点，ｂ地点）
　八千代市教育委員会（2000年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成12年度』（ｃ地点）
　八千代市教育委員会（2002年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成13年度』（ｄ地点）
　八千代市教育委員会（2007年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成18年度』（ｅ地点）
　八千代市教育委員会（2012年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成23年度』（ｆ地点）

第18図　上谷津台南遺跡ｇ地点出土遺物

第16図　上谷津台南遺跡ｇ地点トレンチ配置図

第17図　上谷津台南遺跡ｇ地点土層断面図
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図版５　上谷津台南遺跡ｇ地点

（１）西側地点調査状況

（３）Ｂ−Ｂ’土層断面

（５）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

（２）東側地点調査状況

（４）Ｂ−４−１Ｇ　北壁土層断面

1 2

3
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５．北裏畑遺跡ｃ地点
遺跡の立地と概要

　北裏畑遺跡は，市域の南部，国道296号線（成田街道）の北側に接して存在し，新川西岸の台地上，標高
20〜25ｍに立地する。ｃ地点の北に隣接するａ地点では，近世以降の遺物が出土し，遺跡南東部のｂ地点で
は，縄文時代陥穴１基，近世土坑３基，溝状遺構２条を検出した。
　今回の地点は，標高24〜25ｍの台地上平坦面である。
調査の方法と経過

　調査区の形状に合わせて，1.5〜２ｍ×４〜５ｍのトレンチを任意に７箇所計42㎡分設定した。人力及び
重機で掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年６月24日から29日で，24日機材搬入，トレンチ設定，人力による掘削。27日重機に
よる掘削，トレンチ内精査。27日・28日土層調査。29日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　調査区は平坦であるが，東がわずかに高かった。土層の観察所見としては，表土・攪乱層が厚く堆積して
いたがⅡa層以下の基本土層を確認した。調査区西部の５Ｔ北壁では，Ⅰ層（黒褐色・灰褐色の表土），Ⅱa
層（黒褐色土，腐植堆積土層），Ⅱb層（暗褐色土で褐色土が斑状に入る，新期富士テフラ層），Ⅱc層（暗
褐色土・褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層（褐色土，ソフトローム）であった。Ⅲ層上面の標高は24.14〜24.19
ｍである。３Ｔ北壁では土坑の断面を確認し，その覆土は暗褐色土・褐色土であった。東部の１Ｔ北壁では，
Ⅲ層上面の標高は24.21〜24.25ｍと若干高かった。

第19図　北裏畑遺跡ｃ地点・ｄ地点，川崎山遺跡ｐ地点・ｑ地点位置図
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　遺構は，１Ｔで土坑２基，３Ｔで土坑１基が検出された。遺物は無く，プランの明瞭なあり方から近世〜
近代の土坑と判断した。１Ｐは長楕円形で規模72×43㎝，２Ｐは不整形で検出部分は65×57㎝，３Ｐの検出
部分は30×18㎝である。
　遺物は出土しなかった。
調査のまとめ

　近世以降の土坑３基を検出した。遺物は出土しなかった。
本遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（2002年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成13年度』（ａ地点）
　八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市逆水遺跡ｆ地点ほか―不特定遺跡発掘調査報告書Ⅴ―』 
（ｂ地点）

第20図　北裏畑遺跡ｃ地点遺構配置図 第21図　北裏畑遺跡ｃ地点土層断面図
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図版６　北裏畑遺跡c地点

（１）調査状況

（３）Ｄ−Ｄ’土層断面

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）１Ｔ完掘状況
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６．高津新田遺跡ｄ地点
遺跡の立地と概要

　高津新田遺跡は，市域南西部，千葉市との市境付近に所在する。市域南部を流れる高津川の低地から南西
方向に入る足太谷津の谷奥に，さらに西に入る支谷があり，この支谷を囲む一帯が遺跡である。本遺跡には
重複して千葉市との市境付近に高津新田野馬堀遺跡がある。江戸幕府の直轄領であった小金牧に属する下野
牧の南東端に当たる。
　本遺跡においては，これまでに３地点で調査が行われ，縄文時代早期の竪穴住居跡や土坑，近世の溝跡な
どが検出されている。今回の地点は，本遺跡ａ地点及び高津新田野馬堀遺跡ｆ地点の北西隣接地に当たる標
高22〜27ｍの台地上平坦部〜斜面であり，縄文時代の遺構・遺物，野馬堀の存在が予想された。
調査の方法と経過

　調査区の形状に合わせて10ｍごとに区画してグリッドとし，２ｍ×４ｍを基本としてトレンチを設定した。
調査区南西端の道路沿いの資材置場となっている地点には，地下に野馬堀が存在している可能性があり，２
ｍ×５〜７ｍの長いトレンチを設定した。トレンチ面積は合計278㎡で，これらを人力及び重機で掘削し，
遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年７月４日から14日で，４日機材搬入。４日〜６日草刈り・現場封鎖等環境整備。５
日杭設置。５日・６日トレンチ設定。６日〜11日人力による掘削。８日・11日重機による掘削。８日〜13日
トレンチ内精査，土層調査。14日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北部のＤ６−１Ｇ東壁では，ソフトローム層までに60〜130㎝の比較的
厚い堆積を確認したが，全体としては良好な土層は確認されなかった。
　遺構は，道路沿いの４箇所のトレンチにおいて道路に並行する溝跡２条を検出した。近世の野馬堀と判断
した。北側の緩斜面部には遺構は検出されなかった。
　遺物は，施釉陶器片43点，磁器片34点，素焼土器片33点，素焼瓦片25点，小礫・礫片26点，焼成粘土塊18
点，近世かわらけ片８点，瓦質土器片・泥面子各６点，須恵器片・鉄製品各５点，陶器（無釉）片３点，す
り鉢片・七輪片・ガラス製品各２点，石墨・玩具各１点，合計220点が出土した。他に泥面子等の表採品が
174点である。うち９点を図示した（第25図・第２表）。

第22図　高津新田遺跡ｄ地点位置図
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Ⅱ　各調査の概要

第23図　高津新田遺跡ｄ地点遺構配置図 第24図　高津新田遺跡ｄ地点土層断面図

第25図　高津新田遺跡ｄ地点出土遺物

第２表　高津新田遺跡ｄ地点出土遺物観察表（第25図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値（㎜） ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他

1 Ｄ６−１ かわらけ 口縁〜底部
約１／8

復元口径76，復元底径48
残存高20

○緻密　●施釉の赤褐色　割口）橙色 ロクロ成形

2 Ｅ２−３ すり鉢 胴下部 — ○粗砂・細礫　●橙色・無釉 外）横方向ナデ
内）擂り目幅1㎜，2㎜間隔

3 Ｂ６−１ 泥面子
碁石形

完形 18×17×6 ○緻密　●淡橙色 片面に指紋

4 Ｂ６−１ 泥面子
型抜き

一部欠損 32.5×24.5×4 ○緻密　●淡橙色 蛸か

5 Ｂ６−１ 泥面子
立体型

一部欠損 （17）×11×11 ○緻密　●淡橙色 頭部，大国か恵比寿

6 Ｄ５
表採

泥面子
円盤形

完形 17×16×7 ○緻密　●橙色

7 Ｆ４
表採

泥面子
型抜き

一部欠損 24×21×6 ○緻密　●淡橙色 狛犬か

8 Ｄ６
表採

泥面子
型抜き

磨滅 23×16×6.5 ○緻密　●淡橙色 蝉か，片面に指紋

9 Ｄ６−１ 玩具か
（人形）

右足 31×10×6 ○磁器製か　●白色 つけ根に貫通孔あり
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調査のまとめ

　近世の陶磁器等が出土し，近世野馬堀と見られる溝跡２条を検出した。小金牧に関わる高津新田野馬堀遺
跡のｋ地点と命名した。縄文時代の遺構・遺物は検出されなかった。
高津新田遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（2000年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告　平成12年度』（ｂ地点）
　八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市逆水遺跡ｆ地点ほか―不特定遺跡発掘調査報告書Ⅴ―』
（ｃ地点）
高津新田野馬堀遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（1991年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告　平成２年度』（ｄ地点）
　八千代市教育委員会（1991年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告　平成４年度』（ｅ地点）
　八千代市遺跡調査会（1999年）『千葉県八千代市高津新田野馬堀』（ｂ地点）
　八千代市教育委員会（2002年ａ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成13年度』（ｉ地点）
　八千代市教育委員会（2002年ｂ）『千葉県八千代市不特定遺跡発掘調査報告書１』（ｇ地点）
　八千代市遺跡調査会（2007年）『千葉県八千代市高津新田野馬堀遺跡ｈ地点』
　八千代市教育委員会（2012年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成23年度』（ｊ地点）

図版７　高津新田遺跡ｄ地点（１）

（１）調査前状況−１−

（３）Ａ−Ａ’土層断面

（２）調査前状況−２−

（４）Ｄ−６Ｇ南壁土層断面

６．高津新田遺跡ｄ地点
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図版８　高津新田遺跡d地点（２）

（１）Ｅ２−３G野馬掘検出状況

（３）Ｃ２−１G野馬掘検出状況

（５）調査状況−２−

（２）Ｄ２−３G野馬掘検出状況

（４）調査状況−１−

（６）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1 2

3
4

5

6
7 8 9
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第26図　平沢遺跡ｃ地点位置図

７．平沢遺跡ｃ地点
遺跡の立地と概要

　平沢遺跡は，市域の東部，森下谷津〜西谷津を北〜西に臨む台地上に立地する。
　本遺跡においては，これまでに２地点で調査が行われている。弥生時代後期の集落跡を主体とする遺跡と
捉えられている。今回のｃ地点は，遺跡南西部ｂ地点の南に接し，標高19〜24ｍの台地上〜斜面である。
調査の方法と経過

　調査区の形状に合わせて，２ｍ×３〜10ｍのトレンチを19箇所，合計200㎡分設定した。重機でこれらを
掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年７月６日から20日で，６日機材搬入，草刈り等環境整備。６日・７日杭設置，トレ
ンチ設定。８日・11日・12日重機による掘削，トレンチ内精査。11日〜14日土層調査，実測記録。19日・20
日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　調査区は，北に向かって低くなる。また，調査区のほぼ中央を横断するように溝跡状の窪みとそれに平行
する高まりが認められた。土層の観察所見としては，標高の高い南部のＥ−８Ｔ南東壁では，Ⅰ-1層（暗褐
色土，表土）及びⅠ-2層（暗褐色土，旧表土）があり，その下にⅡa層（暗褐色土・黒褐色土，腐植堆積土層），
Ⅱb層（暗褐色土，褐色土を斑状に含む，新期富士テフラ層），Ⅱc層（暗褐色土・褐色土，ローム漸移層），
Ⅲ層（褐色土，ソフトローム）という良好な土層が認められた。Ⅲ層上面の標高は23.58〜23.68ｍであった。
ここでは前述した中央のものとは別の溝跡が検出され，覆土上層はⅠ-1層が厚く堆積し，その下に暗褐色土・
褐色土で径５㎝のロームブロックをまばらに含む土（１）が堆積していた。この溝跡は不整形で，Ｇ−８Ｔ
ではごく浅く，Ｃ−８Ｔ内で途切れていた。調査区東部のＧ−６Ｔ北西壁では，調査区中央を横断する溝跡
とそれに平行する高まりの土層を観察した。Ⅰ-1層及びその下のⅠ-3層（しまりの弱い暗褐色土）が高まり
の土であり，溝を掘った際の廃土を盛り上げたものと推測した。さらにその下では，Ⅱａ層など良好な堆積
を確認した。溝跡の覆土（２）は暗褐色土・黒褐色土で，溝跡の幅は１〜1.85ｍであった。このトレンチで
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Ⅱ　各調査の概要

のⅢ層上面の標高は23.5〜23.63ｍとやや低くなる。その北側のＧ−４Ｔでは，弥生時代の竪穴住居跡と考え
られる遺構が検出された。住居の北西コーナー付近と考えられ，遺構覆土はⅡａ層に覆われ，３は黒褐色土，
４は褐色土がにじむ暗褐色土である。ここでのⅢ層上面の標高は23.3〜23.4ｍとさらに低くなる。調査区北
部のＡ−４Ｔでは1.6×0.5ｍの規模の土坑を検出した。覆土はⅡｂ層に覆われ，５は暗褐色土・褐色土である。
ここでのⅢ層上面の標高は21.48〜22.0ｍである。調査区北端のＡ−２Ｔ南東壁では，Ⅱｂ層とⅡｃ層の間に
２層を認識し，Ⅱｂｃ-1層はⅡｂ層に比べ褐色土が主体になり，Ⅱｂｃ-2層は褐色土がにじむ暗褐色土で谷
部に厚く堆積する土である。ここでのⅢ層上面の標高は19.56〜20.4ｍとなる。
　遺構は，Ａ−４Ｔから土坑１基，Ｂ-10Ｔ・Ｇ−４Ｔから竪穴住居跡が各１軒検出された。土坑は縄文時
代のもの，Ｂ-10Ｔの住居跡は住居の北西壁付近と考えられ，Ｇ−４Ｔの住居跡とともに弥生時代後期と判
断した。溝跡は２条あるが，いずれも近代以降のものと判断した。
　遺物は，土器片７点が出土した。うち３点を図示した（第29図）。１は縄文土器深鉢の口縁部で，口唇上
に刻みがある。器面は脆く荒れている。Ｇ−６Ｔから出土した。２は弥生土器の口辺部で，複合口縁の下端
部に刻みがある。竪穴住居跡が検出されたＧ−４Ｔから出土した。３は，弥生土器の胴下部で，附加条縄文
ＲＬ+２Ｌが施文されている。竪穴住居跡が検出されたＢ−10Ｔから出土した。
調査のまとめ

　弥生時代後期の竪穴住居跡が２軒検出され，本地点でもａ・ｂ地点と同様，弥生時代後期の集落跡を中心
とする遺跡が展開していることがわかった。また縄文時代の遺構・遺物も散在していることが確認された。

第27図　平沢遺跡ｃ地点遺構配置図

第29図　平沢遺跡ｃ地点出土遺物
第28図　平沢遺跡ｃ地点土層断面
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本遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（2011年ａ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成22年度』（ｂ地点確認調査）
　八千代市教育委員会（2011年ｂ）『千葉県八千代市平沢遺跡ｂ地点―特別養護老人ホーム建設に先行する 
　埋蔵文化財発掘調査―』（ｂ地点本調査）

図版９　平沢遺跡c地点

（１）調査状況 （２）Ａ−４Ｔ・Ｂ−Ｂ’土層断面，土坑検出状況

（３）Ｇ−４T遺構検出状況 （４）Ｂ−10Ｔ遺構検出状況

（５）Ｄ−Ｄ’土層断面 （６）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1 2 3

７．平沢遺跡ｃ地点
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８．川崎山遺跡ｐ地点
遺跡の立地と概要

　川崎山遺跡は，市域南部中央，新川西岸の台地上にある。位置については，北裏畑遺跡ｃ地点の項を参照
されたい。ｐ地点は遺跡南部のやや西寄りの標高23ｍの平坦地である。
　本遺跡においては，これまでに15地点で調査が行われ，弥生時代後期〜古墳時代中期の集落跡等を中心に
各時代の遺物・遺構が検出されている。
調査の方法と経過

　調査区は工場跡地で，施設は撤去され荒蕪地となっていた。５ｍ×５ｍで区画し，区画内に２ｍ×３〜５
ｍのトレンチを25箇所合計250㎡分設定した。人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年８月２日から12日で，２日機材搬入，杭設置，トレンチ設定。３日・４日重機によ
る掘削，トレンチ内精査。３日〜５日土層調査。11日・12日重機による埋め戻しを行い，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北部のＪ−２Ｔ北西壁では，Ⅰ-1層（しまりの弱い黒褐色土，表土）及
びその下のⅠ-2層（しまりのある黒褐色土・褐色土）はいずれも攪乱されている。その下にⅡb層（暗褐色
土で褐色土が斑状に入る，新期富士テフラ層），Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層（褐色土，ソフトロー
ム）を確認した。Ⅲ層上面の標高は22.96〜23.14ｍである。このトレンチの南端に遺構状のプランが検出さ
れたが，ローム質の褐色土の下に暗褐色土が潜り込んでいるという土層の状態から，風倒木痕と判断した。
１は褐色土，２は褐色土・暗褐色土，３は暗褐色土・褐色土で，径１〜３㎝のロームブロックをまばらに含
み，４は褐色土で径10㎝以下のロームブロックを多量含んでいた。一部にⅥ層（褐色土・明褐色土，ＡＴ層）
を確認した。調査区中央部のＨ−６Ｔ，Ｈ−10Ｔでは攪乱が深くⅡｃ層以下しか確認できなかった。このあ
たりのⅢ層上面の標高は23.00〜23.18ｍで，Ⅳ・Ⅴ層上面の標高は22.82〜23.00ｍである。Ｌ−７Ｔ，Ｌ−13
ＴではⅡｂ層を確認し，Ⅲ層上面の標高は22.96〜23.04ｍである。調査区南端のＨ−16Ｔでは，Ⅲ層上面の
標高は23.20〜23.26ｍ，Ⅳ・Ⅴ層上面の標高は22.94〜23.05ｍと若干高くなっている。
　遺構は検出されなかった。
　遺物は，Ｊ−４Ｔから土器片１点が出土した（第32図）。深鉢の胴上部であろう。淡橙褐色で細砂を含む。
横方向の沈線が１条引かれる。縄文時代晩期の枠状文であろうか。
調査のまとめ

　遺構は検出されず，遺物の出土量も少なかった。
本遺跡に関する調査報告書

八千代市遺跡調査会（1980年）『萱田町川崎山遺跡』（ａ地点）
八千代市教育委員会（1992年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告　平成３年度』（ｂ地点確認調査）
八千代市教育委員会（1994年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告　平成５年度』（ｃ地点確認調査）
八千代市教育委員会（1998年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成９年度』（ｄ地点確認調査， 
ｅ地点確認・本調査）
八千代市教育委員会（1999年ａ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成10年度』（ｆ地点確認調査）
八千代市川崎山遺跡調査会（1999年）『千葉県八千代市川崎山遺跡−埋蔵文化財発掘調査報告書−』
（ｃ地点本調査）
八千代市教育委員会（1999年ｂ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成11年度』（ｇ地点確認・ 
本調査）
八千代市教育委員会（2000年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成12年度』（ｈ地点・ｉ地点
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確認調査）
八千代市教育委員会 （2002年） 『千葉県八千代市不特定遺跡発掘調査報告書１』（ｂ地点本調査）
八千代市教育委員会 （2003年） 『千葉県八千代市公共事業関連遺跡発掘調査報告書』（ｊ地点確認・本調査）
八千代市遺跡調査会 （2003年） 『千葉県八千代市川崎山遺跡ｄ地点−萱田町川崎山土地区画整理事業に先
行する埋蔵文化財発掘調査報告書−』（ｄ地点本調査）
八千代市遺跡調査会 （2004年） 『千葉県八千代市川崎山遺跡ｈ地点−店舗建設事業埋蔵文化財発掘調査報
告書−』（ｈ地点本調査）
八千代市遺跡調査会 （2006年） 『千葉県八千代市川崎山遺跡ｋ地点−宅地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告書−』（ｋ地点本調査）
八千代市教育委員会 （2008年ａ）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成19年度』（ｌ地点確認調査）
八千代市教育委員会 （2008年ｂ）『千葉県八千代市逆水遺跡ｆ地点ほか−不特定遺跡発掘調査報告書Ⅴ−』
（ｋ地点確認調査）
八千代市教育委員会 （2008年ｃ）『千葉県八千代市川崎山遺跡ｍ地点発掘調査報告書』（ｍ地点本調査）
八千代市教育委員会 （2008年ｄ）『千葉県八千代市川崎山遺跡ｎ地点発掘調査報告書−宅地開発事業に先
行する埋蔵文化財発掘調査−』（ｎ地点本調査）
八千代市教育委員会 （2009年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成20年度』（ｎ地点確認調査）
八千代市教育委員会 （2010年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成21年度』（ｏ地点確認調査）

第30図　川崎山遺跡ｐ地点トレンチ配置図

第32図　川崎山遺跡ｐ地点出土遺物 第31図　川崎山遺跡ｐ地点土層断面図

８．川崎山遺跡ｐ地点
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図版10　川崎山遺跡ｐ地点

（１）調査状況

（３）Ｂ−Ｂ’土層断面

（５）Ｆ−Ｆ’土層断面 （６）出土遺物

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）Ｃ−Ｃ’土層断面
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９．南海道遺跡ｂ地点
遺跡の立地と概要

　南海道遺跡は，市域中央部，新川の西岸に所在する。萱田遺跡群の北東部，標高８〜12ｍの低台地上に立
地する。ａ地点の調査では，古墳時代後期の竪穴住居跡１軒・土坑１基を検出した。
　今回のｂ地点は，遺跡の北西端に位置する。標高は10.5ｍ前後の平坦地である。
調査の方法と経過

　２ｍ×５ｍのトレンチを任意に３箇所合計30㎡分設定し，重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努
めた。
　調査期間は，平成23年８月17日から22日で，17日トレンチ設定，重機による掘削，トレンチ内精査。18日
土層調査，遺構調査，実測記録。22日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区中央東寄りの２Ｔ南壁では，Ⅰ-1層（ゴミを含みしまりの弱い暗褐色土，
表土），Ⅰ-2層（しまりのある暗褐色土）が合わせて約40㎝の厚さである。Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層）
がわずかに見られ，標高約10.08〜10.18ｍでⅢ層（褐色土，ソフトローム），標高約9.80〜9.96ｍでⅣ・Ⅴ層（褐
色土，ハードローム）に達する。ｂ地点はａ地点に比べ標高が２ｍほど低く，それはⅢ層の標高にも反映し
ており，ａ地点では12.0〜12.3ｍであった。
　遺構は，１Ｔにおいて，不整円形の土坑を検出した。トレンチ内で１基のみの検出であるため完掘した。
覆土は，１が暗褐色土・褐色土で焼土粒子少量含む，２が褐色土，３が暗褐色土・褐色土でしまりがやや弱
い，４がローム質の褐色土である。上面規模は99㎝×86㎝，有段で底面は23〜43㎝×17〜25㎝，深さ29㎝で
ある。遺物は土師器の小細片４点と黒曜石剥片１点である。
　遺物は，土師器片19点，黒曜石剥片１点，合計20点が出土した。ほかに土師器片17点を表採した。うち４
点を図示した（第37図）。１〜３は土師器で２Ｔからの出土である。１は，甕の底部で，復元底径7.8㎝，暗
褐色・赤褐色・褐色で，粗砂を含む。器面は脆く肌荒れ状態である。２は，甕の口縁〜頚部で，外面は褐色・
赤褐色，内面は黒褐色・暗褐色で，細砂を含む。横方向のナデが顕著で，頚部外面にはミガキが施される。

第33図　南海道遺跡ｂ地点位置図
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Ⅱ　各調査の概要

３は高坏脚部の底縁で，復元径17.6㎝である。黒褐色・淡褐色で，粗砂を含む。４は１Ｐから出土した黒曜
石剥片で，22㎜×16.5㎜，厚さ４㎜である。
調査のまとめ

　土師器などを伴う土坑１基を検出・調査した。遺物から見て古墳時代後期に属するものと判断した。ａ地
点の結果と合わせ，標高10〜12ｍの低台地に立地する本遺跡の一部を明らかにすることができた。
本遺跡に関する調査報告書

　八千代市教育委員会（2012年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成23年度』（ａ地点）

第34図　南海道遺跡ｂ地点遺構配置図

第37図　南海道遺跡ｂ地点出土遺物

第35図　南海道遺跡ｂ地点土層断面図

第36図　南海道遺跡ｂ地点１P土坑実測図
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図版11　南海道遺跡ｂ地点

（１）調査状況−１−

（３）Ａ−Ａ’土層断面

（５）１P土坑完掘状況 （６）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

（２）調査状況−２−

（４）１P土坑土層断面

1
2

3
4
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10．小板橋遺跡ｄ地点
遺跡の立地と概要

　小板橋遺跡は，市域の南部，新川西岸の小板橋小支台上にある。新川谷と高津川谷（ケイガラ谷津），そ
の支谷である名木支谷によって画された台地上が遺跡で，標高は24ｍ以下である。ｄ地点は，遺跡北東部の
標高20.8〜22.2ｍの地点である。
　小板橋遺跡については，昭和55年３月に宅地造成に先行して市教委が5,379.55㎡の確認調査を実施した。
本調査は同年７月〜８月に八千代市遺跡調査会によって実施され，古墳時代中・後期の竪穴住居跡13軒等（石
製模造品工房跡を含む）が検出された（ａ地点）。昭和59年８月にも宅地造成に先行して3,400㎡の確認調査
を実施し，本調査は同年９月〜10月に実施され，古墳時代中・後期の竪穴住居跡２軒等が検出された。この
調査については，ｂ地点として八千代市遺跡調査会から報告書が刊行されている（八千代市遺跡調査会2008
年）。平成17年３月には，福祉施設建設に先行し，遺跡範囲の南方で確認・本調査を実施し，古墳時代の溝
状遺構３条，縄文土器（前期），古墳時代土師器を検出した（ｃ地点）。
　以上により，本遺跡は，石製模造品の工房跡を含む古墳時代中・後期の集落跡であり，権現後遺跡・北海
道遺跡・川崎山遺跡とともに，新川西岸の石製模造品の工房群の一角を担う集団の遺跡と捉えることができ
る。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて５ｍ四方のグリッドで区画し，２ｍ×３〜５，10ｍのトレンチを16箇所，合計
170㎡分設定した。人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年８月23日から９月８日で，８月23日機材搬入，杭設置，トレンチ設定。24日トレン
チ設定。24日〜26日重機による掘削。25日・26日トレンチ内精査。29日〜31日土層調査，実測記録。９月７
日・８日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　標高20ｍの台地上であるため，当然関東ローム層が検出されると予想したが，Ｐ−２Ｔ，Ｏ−３Ｔ等を掘
ると地表下70〜90㎝で，ローム層を挟まずに白色粘土が現れた。結局，調査区の東〜南の谷に面する部分は，

第38図　小板橋遺跡ｄ地点位置図
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第39図　小板橋遺跡ｄ地点遺構配置図

第40図　小板橋遺跡ｄ地点土層断面図

第41図　小板橋遺跡ｄ地点出土遺物

10．小板橋遺跡ｄ地点
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Ⅱ　各調査の概要

過去に一度粘土層まで削り取られているらしいことがわかった。出土遺物と合わせて考えると，中世の台地
整形遺構と判断された。駐車場が高く，畑地が一段低くなっているのは，最近の造成工事の結果ではなく，
中世の地形改変に起因する可能性がある。
　土層の観察所見としては，調査区東部のＰ−４Ｔ北東壁では，Ⅰ-1層（暗褐色土，表土），Ⅰ-2層（暗褐
色土・粘土），Ⅰ-3層（暗褐色土・粘土が混じり合う，攪乱含む），Ⅱ-1層（暗褐色土，径２〜３㎜以下の黄
色スコリア・焼土粒子をまばらに含む），Ⅱ-2層（暗褐色土，Ⅱ-1層に似るが可塑性がより強い）が認めら
れた。表土や攪乱，厚さ40㎝前後の暗褐色土（Ⅱ-1・２層）が堆積し，その下に白色粘土が現れる。白色粘
土の標高は20.20〜20.36ｍである。その北東のＱ−４Ｔもほぼ同様の土層で，白色粘土の標高は20.10〜20.24
ｍである。調査区南部のＭ−７Ｔでは，暗褐色土はさらに厚く80㎝に及び，粘土層の直上には焼土まじりで
赤色を帯びる層が見られた。粘土の標高は，19.45〜19.73ｍと低くなる。調査区北部のＫ−３Ｔは一段高い
区域であるが，ここでも基本層序の多くは失われており，地表下40〜57㎝，標高21.23〜21.40ｍでハードロー
ム層に達した。溝跡が検出され，その覆土は暗褐色土・黒褐色土で，径１㎝のロームブロック・径５㎜以下
の黄色スコリアを多量，炭化材片を含みザラついた感触であった。
　遺構は，前述した中世台地整形遺構のほか，大小の土坑32基が検出され，溝跡は１条と推定し，やはり中
世のものと判断した。但し，本調査の結果，溝跡の在り方等，一部に異なった所見を得ている。
　遺物は，古墳時代土師器片や中〜近世の瓦質土器・素焼土器片が47点，焼成粘土塊７点，すり鉢片・常滑
甕片が各３点，陶器片が２点，縄文土器片・弥生土器片・磁器片・かわらけ片・土製品各１点，合計67点が
出土した。うち８点を図示した（第41図・第３表）。
調査のまとめ

　遺構としては，中世の台地整形遺構・土坑32基・溝跡１条を確認し，遺物は古墳時代の土師器，中世の陶
器・すり鉢を確認した。今回の調査により，本遺跡において初めて大規模な中世遺跡を捉えることができ，
近世に栄えた大和田宿の前史に関わる新知見を得ることができた。
本遺跡に関する調査報告書

　八千代市遺跡調査会（2008年）『千葉県八千代市小板橋遺跡―ｂ地点埋蔵文化財発掘調査報告書―』

第３表　小板橋遺跡ｄ地点出土遺物観察表（第41図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値（㎜） ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他

1 Ｐ−２ 深鉢か 小片 — ○粗砂　●外）暗褐色　内）淡褐色 外）雑な押し引き５列　内）ナデ 縄文土器

2 Ｐ−２ 甕か壺 口辺部 — ○細砂　●淡褐色 外）複合口縁の下端に刻み，横方向ナデ
痕
内）ナデ

弥生後期

3 Ｋ−３ 坏 口縁部 復元口径110 ○粗砂　●外）暗褐色・黒褐色
内）淡褐色

外）横方向のナデ
内）横方向のナデ

古墳時代後期
土師器

4 Ｐ−２ 甕 口縁〜頚部 復元口径176 ○細砂　●外）淡赤褐色　内）淡褐色 外）横方向のナデ
内）横方向のナデ，ミガキ，斜方向のナデ

古墳時代
土師器

5 Ｏ−５〜
Ｐ−５

土器すり鉢 胴上部
くすべ焼成

— ○粗砂・細礫多　●外）赤褐色・褐色，
内）黒色

外）ナデか
内）７本単位の擂り目

中世末

6 Ｍ−７ 土器すり鉢 口縁部
くすべ焼成

復元口径312 ○粗砂・細砂　●黒灰色　割口）淡赤褐色 ロクロ成形。口唇上面に窪み 16世紀

7 Ｐ−２ かわらけ 口縁〜底部
約1／2

復元口径62，復元底径38
残存高13

○緻密・赤褐色粒子　●淡褐色 ロクロ成形 16世紀

8 Ｍ−３ 管状土錘 一部欠損 長40×径15.5×13
9.3g

○細砂　●黒灰色 凹凸のある粗雑な作り
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図版12　小板橋遺跡ｄ地点

（１）調査状況−１−

（３）Ｏ−５〜Ｐ−５T遺構検出状況

（５）Ａ−Ａ’土層断面

（７）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

（２）調査状況−２−

（４）Ｍ−３T遺構検出状況

（６）Ｆ−Ｆ’土層断面

1
2 3

4

8

6

5

7
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11．大和田新田芝山遺跡ｅ地点
遺跡の立地と概要

　本遺跡の立地等については，ｄ地点の項を参照されたい。
　ｅ地点は，遺跡北部，標高27ｍ前後の平坦地に位置する。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて５ｍごとに区画し，区画ごとに２ｍ×５ｍを原則としてトレンチを設定した。ト
レンチ面積は合計259㎡で，これらを人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。トレンチ№はア
ルファベットと数字の組み合わせで表現した。
　調査期間は，平成23年９月20日から10月11日で，９月20日機材搬入，杭設置，トレンチ設定。22日台風の
大風により設定したトレンチの釘が抜けてしまったため，復元作業等を行う。実測作業。26日〜28日重機に
よる掘削，トレンチ内精査。27日〜29日土層調査。29日・30日遺構調査，下層調査。10月５日・11日重機に
よる埋め戻し作業，機材を撤収し，調査を終了した。台風・降雨の影響を多く受けた調査であった。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北部のＩ−２Ｔ西壁では，Ⅰ-1層（表土）・Ⅰ-2層（耕作土）・攪乱の下
にⅡb層（褐色土，明褐色土を斑状に含む，新期富士テフラ層），Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層（褐
色土，ソフトローム），Ⅳ・Ⅴ層（褐色土，ハードローム）という土層が認められ，他のトレンチもほぼ同
様であった。Ⅲ層上面の標高は，北部のＩ−２Ｔ西壁で26.28〜26.36ｍ，中央部のＧ−８Ｔ西壁で26.56〜
26.68ｍ，やや南寄りのＥ−12Ｔ西壁で26.68〜26.76ｍ，南部のＥ−16Ｔ西壁で26.92〜27.02ｍと次第に高くなっ
ていた。
　遺構は，Ｉ−12Ｔで長楕円形の土坑１基が検出された。トレンチ内１基のみの検出であるため完掘した。
覆土は，１が褐色土を斑状に含む暗褐色土で，緻密であり，焼土粒子・炭化物をごくまばらに含み，２が緻
密な褐色土である。規模は上面長径109㎝，短径59㎝，有段で底面最深部は８×６㎝の円形，検出面からの
深さ29㎝である。長軸方位はＮ−22.5°−Ｗである。遺物は縄文土器と見られる無文土器小片が２点出土した。
縄文時代の土坑と判断した。
　遺物は，縄文土器片21点，土師器片・素焼土器片５点，陶磁器片９点，焼成粘土塊・小礫各２点，鉄製品・
鉄滓・砥石片・石盤片各１点合計43点が出土した。また表採で土器片５点，泥面子１点を得た。このうち７
点を図示した（第45図・第４表）。
調査のまとめ

　遺構としては，縄文時代の土坑１基を検出・調査した。遺物は，前期から晩期までの縄文土器などが出土
した。

第４表　大和田新田芝山遺跡ｅ地点出土遺物観察表（第45図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値（㎜） ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他

1 Ｇ−２ 深鉢 胴上部
屈曲部

— ○繊維・粗砂　●褐色・暗灰褐色 外）撚糸文・結節文
内）ナデ

縄文前期
黒浜式

2 Ｂ−15 深鉢 胴部 — ○粗砂　●暗褐色・褐色・黒灰色 外）縦方向沈線２条・縄文ＲＬ・磨消し
内）剥離 縄文中期

加曽利Ｅ式3 Ｂ−15 深鉢 胴上部 — ○細砂　●橙褐色 外）横方向隆線・沈線・縄文ＲＬ
内）ナデ

4 Ｂ−15 深鉢 胴上部 — ○粗砂・細礫　●暗褐色・黒褐色 外）屈曲した沈線・縄文
内）ナデ，縦方向ミガキ

縄文後期
堀之内式

5 Ｂ−15 波状口縁
深鉢

口縁波頂部
付近

— ○粗砂・細砂　●黒褐色・暗褐色 外）瘤文・沈線・ミガキ・縄文
内）ナデ，ミガキ

縄文晩期
姥山Ⅱ式

6 Ｇ−６ 深鉢 口縁部 — ○粗砂・細砂　●暗褐色・灰褐色 口唇部ナデ　外）ヘラ削り
内）横方向ナデ

縄文晩期

7 Ｅ−16 砥石 一部欠損 36×31×厚さ12 ○緻密　●灰褐色 未使用面に細かい筋が残る。木戸前塚に
類例あり。

近世か
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第42図　大和田新田芝山遺跡ｅ地点遺構配置図

第44図　大和田新田芝山遺跡ｅ地点

１P土坑実測図

第43図　大和田新田芝山遺跡ｅ地点土層断面図

第45図　大和田新田芝山遺跡ｅ地点出土遺物

11．大和田新田芝山遺跡ｅ地点
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図版13　大和田新田芝山遺跡ｅ地点

（１）調査状況

（３）Ｂ−Ｂ’土層断面

（５）１Ｐ土坑土層断面

（７）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）Ｇ−Ｇ’土層断面

（６）１Ｐ土坑完掘状況

1 2
3 4

5 6 7
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12．向山遺跡ｇ地点
遺跡の立地と概要

　向山遺跡は，市域中央やや南西寄り，新川低地から西に入る須久茂谷津とそこから枝分かれしたスウメノ
谷津によって画された台地上に所在する。本遺跡においては，これまでに８地点で調査が行われており，旧
石器，縄文土器，須恵器などの遺物と土坑などが検出されている。遺構密度の高い遺跡ではないが，谷に面
する区域に遺構・遺物が分布するものと予想された。
　今回のｇ地点は，遺跡北西部のスウメノ谷津に臨む標高17〜23ｍの比較的大規模な区域であり，縄文時代
の遺構などが存在する可能性が高いと考えられた。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて10ｍごとに区画し，これを基に２ｍ×４ｍのトレンチを99箇所合計792㎡分設定
した。人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成23年12月27日から平成24年２月10日で，12月27日機材搬入，環境整備。27日杭設置（１
月18日まで），トレンチ設定（同19日まで），人力による掘削（同17日まで）。10日〜25日重機による掘削。
26日〜31日土層調査。10日〜２月９日トレンチ内精査。２日〜９日重機による埋め戻し。10日機材撤収を行
い，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，全体的にⅠ層（表土），Ⅱa層（黒褐色土，腐植堆積土層），Ⅱc層（ローム漸移
層），Ⅲ層（褐色土，ソフトローム）の堆積が確認された。調査区西端のＡ−２Ｔでは，Ⅱb層（暗褐色土
主体・褐色土を斑状に含む，新期富士テフラ層），Ⅱｂｃ層（黒褐色土層，黒色土を主体とし暗褐色土を含む。
谷部に堆積する）が確認された。Ⅲ層上面の標高は調査区西部のＡ−２Ｔ・Ｃ−２Ｔでは18.0ｍ前後と低く，
その東Ｉ−２Ｔ・Ｋ−２Ｔ・Ｍ−２Ｔでは22.6〜22.7ｍと高くなり，さらにその東Ｏ−２Ｔ・Ｑ−２Ｔでは
22.0〜22.08ｍと少し低くなり，東端のＳ−２Ｔでは22.44〜22.5ｍであった。遺構は，検出されなかった。
　遺物は，Ａ−２Ｔから石鏃・頁岩剥片各１点，Ｍ−３Ｔから焼礫１点が出土した。前二者を図示した（第

第46図　向山遺跡ｇ地点・ｈ地点位置図

0 200m（１：5,000）

向山遺跡

a地点

（財）千葉県文化財センター
　　調査区Ａ

（財）千葉県文化財センター
　　調査区Ｂ

d地点
c地点

g地点

h地点

e
地
点
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Ⅱ　各調査の概要

49図）。１はチャート製の石鏃である。先端部が欠損している。長さ23.5㎜，最大幅17㎜，厚さ４㎜，重さ1.3
ｇ，縄文時代の石器である。２は頁岩剥片，37.5㎜×20.5㎜，厚さ4.5㎜，重さ3.3ｇである。
調査のまとめ

ｇ地点では，予想に反して遺構は検出されなかった。遺物の出土も少量であった。
本遺跡に関する調査報告書

財団法人千葉県文化財センター（1994年）『八千代市沖塚遺跡・上の台遺跡他―東葉高速鉄道埋蔵文化財
調査報告書―』
八千代市教育委員会（2002年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成13年度』（ｂ地点）
八千代市教育委員会（2004年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成18年度』（ｄ地点）
八千代市教育委員会（2009年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成20年度』（ｅ地点）

第47図　向山遺跡ｇ地点トレンチ配置図

第48図　向山遺跡ｇ地点土層断面図

第49図　向山遺跡ｇ地点出土遺物
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図版14　向山遺跡ｇ地点

（１）調査状況

（３）Ｄ−Ｄ’土層断面

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

2

1
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13．向山遺跡ｈ地点
遺跡の立地と概要

　本遺跡の立地等については，ｇ地点の項を参照されたい。
　ｈ地点は，遺跡西部の標高23ｍの平坦地に位置する。
調査の方法と経過

　２ｍ×３〜５ｍのトレンチを10箇所合計80㎡分設定し，これらを人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検
出に努めた。トレンチ№はアルファベットと数字の組み合わせで表現した。
　調査期間は，平成24年１月４日から13日で，４日機材搬入，杭打ち，トレンチ設定，人力による掘削。５
日重機による掘削，土層調査。５日〜６日トレンチ内精査，10日・11日遺構調査。13日重機による埋め戻し，
機材を撤収し，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区東端のＤ−２Ｇでは，Ⅰ-1層が表土，客土，Ⅰ-2層が黒暗褐色旧表土，
Ⅱｃ層ローム漸移層，Ⅲ層ソフトロームで，Ⅲ層上面の標高は，22.62ｍ前後であった。
　遺構は，Ｂ−２Ｇで一部攪乱によって壊された長楕円形の土坑を検出した。トレンチ内で１基のみの検出
であるため完掘した。覆土は，１が暗黄褐色土，２が暗褐色土，３が暗黄褐色土，４が暗褐色土，５が暗黄
褐色土でローム主体，全体にややしまりがある。規模は，上面長軸の残存110㎝，短軸70㎝，底面も長楕円
形で43㎝×16㎝，検出面からの深さ39㎝である。長軸方位はＮ−19°−Ｗである。遺物は出土しなかったが，
覆土や周辺地点の調査状況から考えて縄文時代のものと判断した。
　遺物は出土しなかった。
調査のまとめ

　遺構として縄文時代土坑１基を検出・調査した。遺物は出土しなかった。

第50図　向山遺跡ｈ地点遺構配置図 第51図　向山遺跡ｈ地点土層断面図
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第52図　向山遺跡ｈ地点１P土坑実測図

図版15　向山遺跡ｈ地点

（１）調査状況

（３）１Ｐ土坑土層断面

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）１Ｐ土坑完掘状況
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13．向山遺跡ｈ地点
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14．南台遺跡ｃ地点
遺跡の立地と概要

　南台遺跡は本市域の北東部に位置し，新川の右岸の神野・保品地区に所在する。
　遺跡の立地は新川の下流域，印旛沼への河口部の南岸の台地上にあたる。明治期に作成された「迅速測図」
では印旛沼の西岸で直接沼に面していたが，戦後の大規模な干拓で沼の一部が埋め立てられ，現在では新川
の右岸に位置づけられる。周辺の台地は下総下位段丘面と千葉段丘面の大きく二つの段丘面が確認されてい
る（※文献５）。標高22ｍ前後の上位の段丘面には境掘遺跡（№73）が立地し，標高10ｍ前後の低位の段丘面
を本跡が占地する。
　南台遺跡の今回の調査区域であるｃ地点は，ａ地点とｂ地点の北側に隣接する。ａ地点は平成７年に確認
調査が行われ，調査区域内の大半が大きく掘削され，遺構・遺物の検出はなかった（※文献１）。ｂ地点の確
認調査は平成15年に行われ，調査区の南側半分の掘削が確認され，残存する北側でも遺構は検出されていな
い。縄文土器や弥生土器，土師器の出土がみられた（※文献２）。本跡内において試掘調査が行われた地点も
あるが，現時点まで本地点以外に遺構の検出はみられない。
調査の方法と経過

　調査区は，調査着手時，竹林や栗林及びその他の立木が密集し残存していたため，任意の方向に基線を設
け，それを基準とした。トレンチは樹木等を避け，任意の位置に幅1.5ｍ，長さも任意で設定した。標高は，
都市計画図上で標高10ｍから11ｍ前後であることは推測できたが，近隣で標高の確かなポイントを特定でき
なかったため，調査区域で一番低いと目される境界杭（K２）を基準に計測することとした。そのため，断
面図等の高さはK2＝±0ｍとして表記した。また，土層の断面図は土層観察面の任意の２点を基線として土
層図を作成し，基線を水平に補正し，実測図を完成させた。
　調査の経過は，平成24年１月31日トレンチの設定を開始し，翌２月２日から３日まで重機によりトレンチ

第53図　南台遺跡c地点位置図
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を掘削した。トレンチの清掃及び遺構確認は２月３日から９日まで行い，９日にはローム下層の深掘りを完
了し，機材を撤収した。13日には埋め戻しを行い，調査を終了した。
調査の概要

　今回の調査区は標高10ｍ前後の低段丘面に位置しているが，現地で地形を観察すると，調査区中央付近に
北西から南東に向かう浅い谷津があり，そのため，新川側で微高地状の地形を呈する。微高地との高低差は
調査区域で一番低い谷津底から１ｍほどしかない。調査区東端で道路により掘削されているが，道路の反対
側で同様の地形が残存している。
　土層観察で谷津と微高地側で堆積に若干の相違がみられた。調査区北側のＴ1トレンチでは表土層（第54図
中第1’層）下に黒褐色土層（同図中第２層）及び褐色土層（同図中第４層）が堆積し，ソフトロームの形成
はみられずハードローム層（同図中第６層）が検出された。しかし，谷津底にあたるＴ24トレンチでは２層
下に暗褐色土層（同図中第３層）とソフトローム層（同図中第５層）が確認され，現地表面より約１ｍ下で
関東ローム層を検出した。また，調査区西端の住居跡の検出されたＴ1トレンチでは現表土下約40㎝でローム
層に達する。栗畑造成のため，表土の一部が削平されているものの，新川側の土層形成に違いがみられた。

第54図　南台遺跡ｃ地点　遺構配置図
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Ⅱ　各調査の概要

　調査は，調査対象区域1,824.91㎡に対して，上層でトレンチ24箇所，181㎡　9.92％，下層ではトレンチ４箇
所８㎡　0.44％を調査した。その結果，遺構としては，竪穴住居跡１軒，溝状遺構１条を検出した。住居跡
は調査区西端のＴ9トレンチで一部が検出され，周辺及び覆土中の出土遺物より古墳時代のものと推定され
た。中央の谷津底から検出された溝は検出された部分で緩やかに弧状を呈していた。トレンチ周辺や覆土中
からの出土遺物が確認できないため，時期を特定するにはいたらなかった。
　調査区域内で出土した遺物は，総数139点，内縄文土器19点，土師器101点，須恵器６点，その他に陶磁器
６点，土師質土器１点などが出土している。縄文土器では前期から後期がまばらにみられた。土師器は古墳
時代から奈良・平安時代まで広範囲なものであった。
調査のまとめ

　確認調査の結果，古墳時代の住居跡が１軒，溝状遺構１条が検出され，出土遺物では古墳時代前期及び奈良・
平安時代の土師器の出土を確認した。これらの結果から，遺構が検出された区域，２地点の約100㎡に埋蔵文
化財が遺存すると判断された。
　住居跡は調査区西端で検出され，本跡における集落としての展開は調査区西側に広がる平坦面が想定され
た。また，調査区中央の小谷津の存在や新川側に残存する小規模な微高地状の存在やそこに遺構遺物の検出
がみられなかったことなど，この南台遺跡に新たな知見を得ることができた。
　かつてこの台地の先端に，明治・大正期に破壊され，戦後土取り工事により壊滅した栗谷古墳が存在して
いた。しかし，その正確な位置は特定できなかった（※文献３, ４）。調査中に当時を知る地元の方から現在の
老人福祉施設のあたりにあったということを教えていただいた。そこは本跡ａ地点にあたり，地山の掘削が
激しく，遺構の検出ができなかった区域であり，状況的に合致していた。また，現況では本跡と同一の段丘
面が続くように見えるが，古い地形図（※文献６）では下総下位段丘面が尾根状に北東に突出していたことが
伺われ，この尾根の先端に古墳が存在していた可能性は高いと考えられる。*注１

*参考文献　　１．八千代市教育委員会1996 ｢市内遺跡発掘調査報告 平成7年度｣ 　　　２．八千代市教育委員会 2005 ｢市内遺跡発掘調査
報告書 平成16年度｣ 　　　３．滝口 宏編 1961 ｢印旛手賀｣ 　　　４．大川 清1953『千葉県印旛郡阿蘇村栗谷古墳』｢古代 №11｣ 　

　　５．杉原重夫1970『下総台地西部における地形の発達』「地理学評論 43,12」　　　６．八千代市 1999 ｢八千代市の歴史 資料編原始・
古代・中世｣ p322　　注１同様の指摘はＨＰ ｢さわらびYの歴史･民俗･考古探索ノート｣ にもみられる。

第56図　南台遺跡c地点出土遺物

第55図　遺構検出状況図
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図版16　南台遺跡c地点

（１）調査区域

（３）調査状況−２−

（５）遺構検出状況−１−

（７）出土遺物

（２）調査状況−１−

（４）土層観察状況

（６）遺構検出状況−２−
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15．ヲサル山南遺跡ｃ地点
遺跡の立地と概要

　ヲサル山南遺跡は，市域中央部西寄り，新川から西に入る須久茂谷津とその支谷に囲まれた台地上に立地
する。本遺跡においては，これまでに２地点で調査が行われ，縄文時代中期前半の集落跡や早期・後期の遺
物などが検出されている。今回の地点は，遺跡の北西部に当たり，現況畑地で標高は21ｍ前後である。
調査の方法と経過

　２ｍ×４ｍのトレンチを23箇所，２ｍ×２ｍ・２ｍ×10ｍのトレンチを各１箇所合計208㎡分設定した。
人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成24年２月９日から17日で，９日機材搬入，杭設置。10日・13日トレンチ設定，重機によ
る掘削。13日〜16日トレンチ内精査。15日・16日土層調査。17日重機による埋め戻し，機材撤収を行い，調
査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区南部のＡ−１Ｇ・Ａ−３Ｇ・Ａ−５Ｇ東壁で，Ⅰ-1層表土（ローム質の
客土），Ⅰ-2層（耕作土，黒褐色土），Ⅲ層（褐色土，ソフトローム）を確認したのみで，土層の状態は不良
であった。Ⅲ層上面の標高は，Ａ−１Ｇで23.60〜23.68ｍ，Ａ−３Ｇで22.94〜23.07ｍ，Ａ−５Ｇで22.10〜
22.20ｍと地表面の標高と同様に南の方が高かった。
　遺構は，Ａ−４Ｇで検出された。規模から見て竪穴住居跡の南西コーナー付近と考えられ，覆土から縄文
時代中期阿玉台式土器が出土しており，該期のものと判断した。
　遺物は，縄文時代中期阿玉台式を主体とした縄文土器片25点，黒曜石剥片２点，須恵器１点，高師小僧１
点，合計29点が出土した。また地表面採集で，縄文土器片31点，素焼土器４点，泥面子１点，かわらけ１点，
焼礫１点，礫２点の合計40点を得た。うち12点を図示した（第60図・第５表）。

第57図　ヲサル山南遺跡ｃ地点位置図
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第60図　ヲサル山南遺跡ｃ地点出土遺物

第58図　ヲサル山南遺跡ｃ地点遺構配置図 第59図　ヲサル山南遺跡ｃ地点土層断面図

15．ヲサル山南遺跡ｃ地点
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Ⅱ　各調査の概要

第５表　ヲサル山南遺跡ｃ地点出土遺物観察表（第60図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値（㎜） ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他
1 Ａ−５ 深鉢 口縁部 復元口径200以上 ○雲母・長石・石英・粗砂・細礫　

●外）暗褐色　内）褐色
口唇上ナデ　外）横・縦方向押引き文
内）横方向ナデ・ミガキ

縄文中期
阿玉台式2 Ｂ−４−４ 深鉢 胴部 上方の復元内径150 ○石英・長石・粗砂・細礫・雲母・細砂

●外）褐色　内）灰褐色
外）隆線と押引き文，輪積痕と爪形文

3 Ｂ−４−４ — 突起部 19×15×13 ○細砂・粗砂　●褐色 突起が外れたもの
4 Ｂ−５−４ 深鉢 口縁部 — ○細砂　●外）黒灰色・褐色　内）褐色 外）無節縄文・帯縄文か，深い沈線

内）横方向ナデ
縄文後期
安行式か

5 表採 深鉢 口縁部 復元口径（内径）290 ○雲母・石英・粗砂・細礫　
●外）淡橙褐色　内）淡灰褐色

湾曲する横長楕円形の突起・刻み・押引き文
外）隆線・押引き文　内）横方向ナデ・ミガキ

縄文中期
阿玉台式

6 表採 深鉢 胴部 — ○雲母・長石・粗砂・細礫　
●淡灰褐色

外）隆線・半裁竹管による連続刺突

7 表採 鉢か 口縁部 復元口径（内径）190 ○雲母・石英・長石・粗砂・細礫　
●外）橙褐色　内）橙褐色・褐色

外）隆線・押引き文・沈線　内）横方向
ナデ

8 表採 浅鉢 屈曲部 復元外径200 ○雲母・長石・石英・粗砂・細礫　
●外）橙褐色・黒灰色　内）橙褐色

外）押引き文・屈曲部に刻み・斜方向の
ミガキ
内）横方向ナデ・ミガキ

9 表採 浅鉢 底部 復元底径94 ○雲母・石英・粗砂・細礫　
●外）褐色　内）灰褐色

外）削れ　底外）網代痕
内）ナデ・ミガキ

10 表採 土器片
円盤

深鉢胴部片
利用

45×44.5×7〜7.5
21.9g

○石英・粗砂・細礫　
●外）赤褐色　内）黒色

外）肌荒れ
内）ナデ

11 Ｂ−５−４ 剥片 — 19.5×18.5×3
1.1g

○黒曜石　●黒色・透明

12 表採 泥面子
型抜き

完形 25×20×8 ○緻密　●橙色 顔面，彩色があったらしく光る塗料の痕
跡あり。

近世か

調査のまとめ

　縄文時代中期阿玉台式土器が出土し，同時期の竪穴住居跡を１軒検出した。ａ地点と合わせ，当該期の集
落跡が展開することを確認できた。
本遺跡に関する調査報告書

八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市逆水遺跡ｆ地点ほか―不特定遺跡発掘調査報告書Ⅴ―』（ｂ地点）

図版17　ヲサル山南遺跡ｃ地点

（１）調査状況

（３）Ａ−４G遺構検出状況

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）
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16．北裏畑遺跡ｄ地点
遺跡の立地と概要

　本遺跡の立地等については，ｃ地点の項を参照されたい。
　ｄ地点は，遺跡北部，川崎山遺跡との境で，標高24.2ｍ前後の平坦地に位置する。現況は畑地である。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて５ｍごとに区画し，これを基に２ｍ×５ｍのトレンチを設定した。トレンチ面積
は合計240㎡で，これらを人力及び重機で掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。トレンチ№はアルファベッ
トと数字の組み合わせで表現した。
　調査期間は，平成24年２月24日から３月８日で，２月24日機材搬入，杭設置，トレンチ設定。27日重機に
よる掘削，トレンチ内精査。28日土層調査，実測記録。３月１日・６日遺構調査。８日重機による埋め戻し，
機材撤収を行い，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，表土及び耕作土・攪乱があり，その下にⅡc層（褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層
（褐色土，ソフトローム），Ⅳ〜Ⅴ層（褐色〜明褐色土，ハードローム）が認められた。Ⅲ層の標高は，調
査区北部のＦ−３Ｔ西壁では，23.6ｍ，中央部のＦ−９Ｔ西壁では23.8ｍ，Ｆ−11Ｔ西壁では23.9ｍ前後，
調査区南部のＦ−17Ｔ西壁では23.88〜23.97ｍと，南側が高かった。Ⅳ〜Ⅴ層の標高も同様に北部のＦ−３
Ｔでは，23.3〜23.47ｍ，南部のＦ−17Ｔでは23.6〜23.8ｍであった。
　遺構は，調査区中央東寄りのＨ−９Ｔで長楕円形の土坑を検出した。トレンチ内１基のみの検出であるた
め完掘した。覆土は，１が褐色土を斑状に含む暗褐色土で，しまり強く，炭化材片を含む。２は褐色土と暗
褐色土がにじむように混じり合い，１よりしまりが弱くなる。３は暗褐色土。４はローム混じりの褐色土で，
しまりが弱い。５はローム混じりの暗褐色土で，しまりが弱い。４以下は埋土と判断した。規模は上面長径

第61図　北裏畑遺跡ｄ地点遺構配置図 第62図　北裏畑遺跡ｄ地点土層断面図
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Ⅱ　各調査の概要

第63図　北裏畑遺跡ｄ地点出土遺物

第64図　北裏畑遺跡ｄ地点１P土坑実測図

第６表　北裏畑遺跡ｄ地点出土遺物観察表（第63図）
№ 出土地点 器種・器形 部位・状態 計測値（㎜） ○胎土／石材　　●色調　 整形・調整・文様などの特徴 その他

1 Ｄ−３ すり鉢 口縁部・底部
各2点，
接合せず

復元口径370，
復元底径188，

復元高193

○石英細礫　●紫褐色
割口）赤褐色・紫褐色

ロクロ成形，外）横方向のナデ
内）擂り目約３㎜間隔，底面は浅い格子状

2 表採 石鏃 完形 長24×幅13×厚さ3.5
0.9g

○チャート　●灰色 無茎 縄文時代石器

3 表採 泥面子
碁石形

完形 18×17.5×厚さ6.5 ○緻密　●淡褐色

4 表採 泥面子
型抜き

一部欠損 27.5×20×厚さ7.5 ○緻密　●淡橙色 顔面

5 表採 泥面子
型抜き

完形 21×18×厚さ5 ○緻密　●淡橙色 顔面

6 表採 泥面子
型抜き

一部欠損 18.5×17×厚さ7 ○緻密　●淡橙色 大黒像か
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153㎝，短径99㎝，底面長径60㎝，短径40㎝，検出面からの深さ280㎝である。長軸方位はＮ−35°−Ｅである。
遺物は無かった。形態から縄文時代の陥穴と判断した。
　遺物は，土器片・土師器片７点，陶磁器片８点，すり鉢片４点（但し同一個体），焼成粘土塊・鉄製品各
２点，礫４点，合計27点が出土した。また，表採で土師器片・素焼土器片37点，陶磁器片32点，石鏃１点，
泥面子４点などを得た。うち６点を図示した（第63図・第６表）。
調査のまとめ

　縄文時代陥穴と考えられる土坑１基を検出・調査した。隣接する川崎山遺跡の台地中央部の状況と同じよ
うに，当該遺構が広く散漫に分布していることが捉えられた。遺物は土師器片などが出土した。

図版18　北裏畑遺跡ｄ地点

（１）調査状況 （２）Ａ−Ａ’土層断面

（３）１Ｐ土坑土層断面 （４）１Ｐ土坑完掘状況

（５）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1

2
3

4 5 6

16．北裏畑遺跡ｄ地点
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17．白筋遺跡ｃ地点
遺跡の立地と概要

　白筋遺跡は，市域南部中央，新川の東岸に位置する。入江状の辺田前・沖塚前低地を南に臨む台地上に立
地する。遺跡範囲内には，市指定文化財の根上神社古墳がある。これまでの調査で同古墳の周溝や縄文時代
早期土器片，古墳時代遺物，奈良・平安時代の竪穴住居跡や遺物が検出されている。今回の地点は，遺跡の
やや南寄りに当たり，標高は27ｍである。
調査の方法と経過

　調査区の形状に合わせて10ｍごとに区画し，これを基に２ｍ×４〜５ｍのトレンチを８箇所74㎡分設定し
た。重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成24年２月28日から３月２日で，２月28日機材搬入，28日〜３月２日重機による掘削，ト
レンチ内精査。１日土層調査。２日機材撤収を行い，調査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区南部のＣ−３Ｇ北西壁では，Ⅰ-1が表面のアスファルト舗装，Ⅰ-2がロー
ムと暗褐色土が混合された造成土で合わせて厚さ125〜140㎝あり，その直下でⅢ層ソフトローム層に達して
いた。良好な土層は残っていなかった。遺構は検出されなかった。
　遺物は，Ａ−１Ｇから土師器片３点が出土した。うち２点を図示した。１は甕の胴部で，淡橙褐色，胎土
に粗砂を含む。外面ヘラ削り，内面ナデが施される。２は坏の底部で，淡褐色，胎土に粗砂を含む。底外面
に糸切痕が見える。
調査のまとめ

　遺構は検出されなかった。遺物は少量であるが，古墳時代〜奈良平安時代の土師器が出土した。

第65図　白筋遺跡ｃ地点位置図
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第66図　白筋遺跡ｃ地点トレンチ配置図 第68図　白筋遺跡ｃ地点出土遺物

第67図　白筋遺跡ｃ地点土層断面図

本遺跡に関する調査報告書

八千代市教育委員会（2002年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成13年度』（ａ地点第３次確
認本調査）
八千代市遺跡調査会（2007年）『千葉県八千代市浅間内遺跡・白筋遺跡・沖塚遺跡　八千代市辺田前土地
区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』（ａ地点）
八千代市教育委員会（2008年）『千葉県八千代市白筋遺跡ｂ地点発掘調査報告書』（ｂ地点本調査）

　八千代市教育委員会（2009年）『千葉県八千代市市内遺跡発掘調査報告書　平成20年度』（ｂ地点確認調査）

図版19　白筋遺跡ｃ地点

（１）Ａ−３Ｇ完掘状況 （２）Ａ−Ａ’土層断面

（３）出土遺物（番号は実測図の番号と同じ）

1
2

17．白筋遺跡ｃ地点
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18．川崎山遺跡ｑ地点
遺跡の立地と概要

　川崎山遺跡の立地等については，ｐ地点及び北裏畑遺跡ｃ地点の項を参照されたい。
　ｑ地点は，遺跡南西部，標高23.7ｍ前後の平坦地に位置する。現況は畑地である。
調査の方法と経過

　調査区を形状に合わせて５ｍごとに区画し，これを基に２ｍ×５ｍのトレンチを19箇所計190㎡分設定し
た。人力及び重機でこれらを掘削し，遺構・遺物の検出に努めた。
　調査期間は，平成24年３月12日から19日で，12日機材搬入，杭設置，トレンチ設定。13日重機による掘削，
トレンチ内精査。13日・14日土層調査。14日・15日遺構調査。19日重機による埋め戻し，機材を撤収し，調
査を終了した。
調査の概要

　土層の観察所見としては，調査区北西部のＢ−４Ｔ北東壁では，Ⅱc層（褐色土，ローム漸移層），Ⅲ層（褐
色土，ソフトローム）が認められ，Ⅳ〜Ⅴ層（褐色土，ハードローム）の上面までを確認した。Ⅲ層の上面
の標高は，23.40〜23.44ｍ，Ⅳ〜Ⅴ層の上面の標高は，23.20ｍ前後であった。調査区南東部のＥ−11Ｔ北東
壁では，表土・耕作土・攪乱の間にⅡb層（褐色土，新期富士テフラ層）が認められた。Ⅲ層上面の標高は，
23.16〜23.3ｍ，Ⅳ〜Ⅴ層上面の標高は，23.02〜23.09ｍで，北西部の方が高かった。
　遺構は，調査区中央部のＥ−７Ｔで土坑１基（１Ｐ），北西部のＥ−３Ｔで土坑１基（２Ｐ）が検出された。
１Ｐ土坑はⅡb層より下で検出されたことや形態・覆土の状態から，縄文時代の陥穴と判断した。トレンチ
内１基のみの検出であるため完掘した。覆土は，１が褐色土，２が褐色土を斑状に含む暗褐色土，３が褐色
土，４は３よりも暗色の褐色土，５はローム混じりのしまりの弱い褐色土，６はやはりローム混じりの褐色
土であるが５よりもしまりがある。規模は，上面長径317㎝，短径109㎝，底面長径273㎝，短径６〜15㎝，深
さ120㎝，長軸方位はＮ−32.5°−Ｗである。
　２Ｐ土坑は覆土の状態から近世以降のものと判断した。規模は97㎝×93㎝の略円形であった。
　遺物は，土器片４点，陶器片２点，素焼瓦片・焼成粘土塊各１点，礫２点，合計10点が出土した。うち縄
文土器１点を図示した。深鉢の胴部で，赤褐色，割口は黒色，胎土に繊維・細砂を含み，縄文が施文される。
前期黒浜式と考えられる。本遺跡で該期の遺物は，ａ地点・ｈ地点で少量の出土例がある。
調査のまとめ

　縄文時代の陥穴１基を検出・調査した。今年度は北裏畑遺跡ｄ地点の１基と合わせ，川崎山の台地上には，
陥穴が広く散漫に分布することが確認された。遺物は小細片が少量出土した。
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第69図　川崎山遺跡ｑ地点遺構配置図

第72図　川崎山遺跡ｑ地点１P土坑実測図

第71図　川崎山遺跡ｑ地点出土遺物

第70図　川崎山遺跡ｑ地点土層断面図

18．川崎山遺跡ｑ地点
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図版20　川崎山遺跡ｑ地点

（１）調査状況

（３）Ｂ−Ｂ’土層断面

（５）１Ｐ土坑完掘状況

（２）Ａ−Ａ’土層断面

（４）１Ｐ土坑土層断面

（６）出土遺物
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〜 

20110720

200 
／
2,000.02

駐車場

川
かわ

崎
さき

山
やま

遺
い

跡
せき

ｐ
ぴー

地
ち

点
てん

萱
かや

田
だ

町
まち

字
あざ

川
かわ

崎
さき

山
やま

779番ほか 1221 241 35度 
43分 
19秒

140度 
６分 
27秒

20110802 
〜 

20110812

上層250 
下層５ 
／
2,543.81

宅地造成

南
なん

海
かい

道
どう

遺
い

跡
せき

ｂ
びー

地
ち

点
てん

萱
かや

田
だ

字
あざ

西
にし

堀
ぼり

728番１ 1221 182 35度 
44分 
６秒

140度 
６分 
28秒

20110817 
〜 

20110822

30 
／293.31

宅地造成
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小
こ

板
いた

橋
ばし

遺
い

跡
せき

ｄ
でぃー

地
ち

点
てん

大
おお

和
わ

田
だ

字
あざ

中
なか

畑
はた

ケ
け

169−１ほか 1221 245 35度 
42分 
59秒

140度 
６分 
33秒

20110823 
〜 

20110908

170 
／1,846.8

宅地造成

大
おお

和
わ

田
だ

新
しん

田
でん

芝
しば

山
やま

遺
い

跡
せき

 

ｅ
いー

地
ち

点
てん

大
おお

和
わ

田
だ

新
しん

田
でん

字
あざ

芝
しば

山
やま

877−13ほか 1221 159 35度 
44分 
13秒

140度 
５分 
４秒

20110920 
〜 

20111011

259 
／
2,515.50

宅地造成

向
むこう

山
やま

遺
い

跡
せき

ｇ
じー

地
ち

点
てん

大
おお

和
わ

田
だ

新
しん

田
でん

字
あざ

向
むこう

山
やま

499番１， 
501番１の一部

1221 173 35度 
43分 
50秒

140度 
５分 
42秒

20111227 
〜 

20120210

792 
／
10,813.85

宅地造成

向
むこう

山
やま

遺
い

跡
せき

ｈ
えっち

地
ち

点
てん

大
おお

和
わ

田
だ

新
しん

田
でん

字
あざ

向
むこう

山
やま

501番２・６ 1221 173 35度 
43分 
47秒

140度 
５分 
39秒

20120104 
〜 

20120113

80 
／820.86

店舗建設

南
みなみ

台
だい

遺
い

跡
せき

ｃ
しー

地
ち

点
てん

神
か

野
の

字
あざ

南
みなみ

台
だい

795−３ほか 1221 72 35度 
45分 
54秒

140度 
７分 
59秒

20120131 
〜 

20120213

上層181 
下層８ 
／
1,824.91

駐車場

ヲ
を

サ
さ

ル
る

山
やま

南
みなみ

遺
い

跡
せき

 

ｃ
しー

地
ち

点
てん

大
おお

和
わ

田
だ

新
しん

田
でん

字
あざ

ヲ
を

サ
さ

ル
る

山
やま

590−１ほか 1221 172 35度 
44分 
９秒

140度 
５分 
57秒

20120209 
〜 

20120217

208 
／
2,716.71

宅地造成

北
きた

裏
うら

畑
はた

遺
い

跡
せき

ｄ
でぃー

地
ち

点
てん

萱
かや

田
だ

町
まち

字
あざ

北
きた

裏
うら

839番ほか 1221 242 35度 
43分 
15秒

140度 
６分 
25秒

20120224 
〜 

20120308

240 
／
2,363.25

集合住宅

白
しろ

筋
すじ

遺
い

跡
せき

ｃ
しー

地
ち

点
てん

村
むら

上
かみ

字
あざ

白
しろ

筋
すじ

2701ほか 1221 208 35度 
43分 
30秒

140度 
７分 
10秒

20120228
〜 

20120302

74 
／808.02

店舗建設

川
かわ

崎
さき

山
やま

遺
い

跡
せき

ｑ
きゅー

地
ち

点
てん

萱
かや

田
だ

字
あざ

中
なか

台
だい

2261番の一部ほか 1221 241 35度 
43分 
19秒

140度 
６分 
24秒

20120312 
〜 

20120319

190 
／
1,885.77

集合住宅

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

道地遺跡ｇ地点 集落跡 縄文時代，弥生時代， 
古墳時代

なし 縄文土器，弥生土器（後期） 
古墳時代土師器

道地遺跡ｈ地点 集落跡 縄文時代，弥生時代， 
古墳時代

弥生時代後期〜古墳時代初頭 
竪穴住居跡１軒

縄文土器（中期），弥生土器（後期） 
古墳時代前期土師器

道地遺跡ｉ地点 集落跡 縄文時代（中期） 縄文時代（中期）竪穴住居跡
１軒

縄文土器，縄文時代石器

大和田新田芝山遺跡 
ｄ地点

包蔵地 縄文時代，奈良・
平安時代

奈良・平安時代土坑１基 縄文土器，縄文時代石器

中ノ台遺跡ａ地点 包蔵地 近世 近世溝跡１条 古墳時代前期土師器 
近世内耳土器・泥面子

上谷津台南遺跡 
ｇ地点

包蔵地 縄文時代 なし 縄文土器

北裏畑遺跡ｃ地点 包蔵地 近世〜近代 近世〜近代土坑３基 なし

高津新田遺跡 
ｄ地点

牧跡 近世 近世野馬堀２条 近世陶磁器

平沢遺跡ｃ地点 集落跡 縄文時代，弥生時代， 縄文時代土坑１基 
弥生時代後期竪穴住居跡２軒 
近現代溝跡２条

縄文土器，弥生土器（後期）

川崎山遺跡ｐ地点 包蔵地 縄文時代 無し 縄文土器
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

南海道遺跡ｂ地点 包蔵地 古墳時代 古墳時代土坑１基 古墳時代土師器，黒曜石剥片

小板橋遺跡ｄ地点 集落跡 中世 中世台地整形遺構・土坑32基・
溝跡１条

古墳時代土師器， 
中世陶器・すり鉢

大和田新田芝山遺跡 
ｅ地点

包蔵地 縄文時代 縄文時代土坑１基 縄文土器

向山遺跡ｇ地点 包蔵地 縄文時代，奈良・
平安時代

なし 縄文時代石器

向山遺跡ｈ地点 包蔵地 縄文時代，奈良・
平安時代

縄文時代土坑１基 なし

南台遺跡ｃ地点 集落跡 縄文時代，古墳時代 古墳時代竪穴住居跡１軒・ 
溝状遺構１条

縄文土器，土師器，須恵器

ヲサル山南遺跡 
ｃ地点

集落跡 縄文時代 縄文時代（中期）竪穴住居跡 
１軒

縄文土器，縄文時代石器

北裏畑遺跡ｄ地点 包蔵地 縄文時代，近世 縄文時代陥穴１基 縄文時代石器，近世陶器・泥面子

白筋遺跡ｃ地点 包蔵地 古墳時代，奈良・
平安時代

なし 古墳時代土師器

川崎山遺跡ｑ地点 包蔵地 縄文時代，近世 縄文時代陥穴１基
近世土坑１基

縄文土器，奈良・平安時代土師器， 
近世陶器

要　約

道地遺跡ｇ地点 遺構は検出されなかった。
道地遺跡ｈ地点 弥生時代後期〜古墳時代前期竪穴住居跡１軒を検出した。 
道地遺跡ｉ地点 縄文時代中期加曽利Ｅ３〜４式期の竪穴住居跡１軒と遺物を検出した。
大和田新田芝山遺跡ｄ地点 奈良・平安時代の土坑１基を検出・調査した。 
中ノ台遺跡ａ地点 近世の溝跡を検出し，古墳時代前期土師器・近世内耳土器・泥面子などが出土した。
上谷津台南遺跡ｇ地点 遺構は検出されず，遺物も少なかった。
北裏畑遺跡ｃ地点 近世以降の土坑３基を検出した。遺物は出土しなかった。
高津新田遺跡ｄ地点 近世野馬堀と考えられる溝跡２条を検出し，小金牧に関わる高津新田野馬堀遺跡 
 に新しい地点（ｋ地点）を加えた。
平沢遺跡ｃ地点 弥生時代後期の竪穴住居跡が２軒検出され，本地点でもａ・ｂ地点と同様，弥生
 時代後期の集落跡が展開していることがわかった。また縄文時代の遺構・遺物も
 散在していることが確認された。
川崎山遺跡ｐ地点 遺構は検出されず，遺物も少なかった。
南海道遺跡ｂ地点 古墳時代後期の土坑１基を検出・調査した。
小板橋遺跡ｄ地点 遺構としては，中世の台地整形遺構・土坑32基・溝跡１条を確認し，遺物は古墳 
 時代の土師器，中世の陶器・すり鉢を確認した。今回の調査により，本遺跡にお 
 いて初めて大規模な中世遺跡を捉えることができ，近世に栄えた大和田宿の前史 
 に関わる新知見を得ることができた。
大和田新田芝山遺跡ｅ地点 縄文時代の土坑１基を検出・調査した。前期から晩期までの縄文土器片が出土した。
向山遺跡ｇ地点 遺構は検出されず，遺物も少なかった。
向山遺跡ｈ地点 縄文時代の土坑１基を検出・調査した。遺物は出土しなかった。
南台遺跡ｃ地点 本遺跡で初めて古墳時代の竪穴住居跡及び溝状遺構を検出するなど，新知見を得た。
ヲサル山南遺跡ｃ地点 縄文時代中期阿玉台式期の竪穴住居跡１軒と遺物を検出した。
北裏畑遺跡ｄ地点 縄文時代の陥穴を１基検出・調査した。遺物は土師器片などが出土した。
白筋遺跡ｃ地点 遺構は検出されなかった。土師器が少量出土した。
川崎山遺跡ｑ地点 縄文時代の陥穴を１基検出・調査した。北裏畑遺跡ｄ地点の結果を合わせ，川崎
 山の台地上に縄文時代の陥穴が広く散漫に分布することが確認された。
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